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　日本発明振興協会と日刊工業新聞社が共催している第 51 回（令和 7 年度）
発明大賞の表彰式を去る 3 月 13 日に、明治記念館（東京都港区）において多
数のご来賓の皆様のご列席のもと挙行いたしました。表彰式の開催にあたり、
公務ご多忙な中、ご臨席をいただいた皆様に厚く御礼を申し上げます。
　また、4 月 14 日に科学技術週間参加行事として「優秀発明発表会」を開催し、
受賞者の方々による発明技術の発表をもって、第 51 回発明大賞事業に関する
全ての行事を滞りなく終了することができました。
　ここにあらためて、受賞者の方々に衷心よりお祝いを申し上げますととも
に、発明大賞の事業推進にご尽力いただきました関係者の皆様のご支援に、
心から感謝を申し上げる次第です。　 

　本事業は、発明振興事業にご理解をいただいた協会関係者のご寄附による
基金からの果実と、当事業推進のために関わった多くの方々のご協力、共催
の日刊工業新聞社のご支援をいただき運営をいたしております。画期的な発
明考案などを通して、わが国の産業の発展と国民生活の向上に業績を上げら
れた、中堅・中小企業や個人、またはグループの方々を表彰し続けて 51 年、
これまでに 1,462 件を表彰し数多くの企業の活躍を後押ししてきました。
　応募案件に対しましては、審査委員長の東京理科大学特任副学長　向井千
秋先生をはじめ、審査委員、専門委員、また東京都立産業技術研究センター
の理事長のご指導のもとに各分野の専門家にご協力をいただき公正な審査を
行っており、今回も幅広いジャンルの応募の中から厳正な審査の結果 15 件の
発明考案が表彰されました。受賞の栄に浴された皆様には、高い目標を掲げ、
不屈の精神でチャレンジを続けてこられた努力の賜物と深甚なる敬意を表し
ます。また、この度の受賞を機に、次なる目標に向けて更なるチャレンジを
していただくことを大いに期待しております。 

　発明大賞推進委員長である当協会の笠原理事長を中心として、第 52 回発明
大賞の取り組みが始まっております。より効果的なイノベーションの創出に
向けて、橋渡し機能を強化することを目指し、文部科学大臣賞を創設し、よ
り権威の高い表彰事業へと装いを新たにするとともに、大学・高等専門学校
等発の起業を応援するためのスタートアップ賞を創設し、若手の挑戦により
スタートアップを生み育てるエコシステムの実現に貢献したいと考えており
ます。今後も発明大賞表彰事業を充実させ、新たな地平を切り拓くたゆまぬ
努力を後押しできるように努めて参ります。これからも本事業に変わらぬご
理解・ご支援をいただきますようお願い申し上げ、特集号発刊のご挨拶とさ
せていただきます。

3  2026　　発明と生׆

公益財団法人
日本発明振興協会 会長

Ճ౻�஧࿠
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᷂μΠϞϯɹ୅දऔక໾ࣾ௕ɹதౡ�ਈҰ࿠ࢯ�

第51回「発明大賞」表彰式・懇談会・祝賀会が、令和8年3月13日、明治記念館（東京都港区）で
執り行われ、15件の優秀な発明考案が表彰された。今回から向井千秋 氏が審査委員長に就任し、伝統ある
発明大賞に新たな風が吹き込まれた。それを追い風に次の50年に向けて力強い一歩を踏み出した。

จ෦Պֶলڀݚ�ৼہڵよΓॕࣙ
ৼاڵը՝�঑ྭࣨ௕ɹਿࢁ�༞࢜ࢯ�（෵্ہ�޹�௕のॕࣙΛ୅ಡ）

ॕլձ�ओऀ࠵ѫࡰ
೔ຊ発明ৼڠڵձɹՃ౻�஧࿠�ձ௕

࠙ஊձ（ड৆ऀ�໊によるମݧ発ද）

Ռ׶ͳ௅ઓɺ
ෆஅͷ౒ྗͰ࣮Λ݁Μͩଟ࠼ͳ

জݦҊ��݅Λߟ໌ൃ
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　本日、ӫえある発明大賞ฒͼに֤賞を受賞された皆様、੣におめでとうございます。

また、これまで支えてこられたޚՈ଒、ؔ܎の方々にも、お祝い申し上げます。

　皆様の日ࠒからの技術開発΁のݚޚさんとޚਚ力にରしまして、ਂくܟ意をදします

とともに、本日の受賞をػܖに、さらに、զがࠃの産業の発展とࠃຽ生活の޲上に貢献

する優れた発明が創出されることをظ଴しております。

　日本発明ৼڠڵ会ฒͼに日ץ工業৽聞社が、൒ੈل以上にわたり、優れた発明を考Ҋ

された中ݎ・中小企業の方々をݦজし、զがࠃのՊֶ技術のৼڵに大きくد༩されてこ

られたことは、大変意ٛਂいことであり、心からܟ意をදします。これからも技術者や

開発者の大きなྭみとなる本දজࣄ業が末Ӭくܧଓされることを願っております。

　Պֶ技術・イϊϕーγϣンは、ࠃ内֎の社会課題の解決に貢献し、࣋ଓ可能で強ᯰな

社会をߏஙするݯઘです。

者がϊーϕϧ生ཧڀݚのࠃ೥は、զがࡢ　 ・ֶҩֶ賞、ϊーϕϧԽֶ賞を受賞されました。

この受賞は、զがࠃのڀݚਫ४を改めてੈ界にࣔすૉ੖らしい功੷です。

　จ෦Պֶলといたしましても、ڀݚの創଄性・ޮ཰性の޲上をもたらす̖̞ のར活用

によるՊֶڀݚのֵ৽に͚޲た取組、ྔࢠ技術、ϚςϦΞϧ、݈߁・ҩྍ౳、ࠃՈઓུ

を౿まえた重ཁ分野のڀݚ開発を一૚ઓུ的にਐめてまいります。

　݁ͼに、日本発明ৼڠڵ会ฒͼに日ץ工業৽聞社の一૚のޚ発展と本日ྻޚ੮の皆様

方のますますの݈ޚ勝、ޚ活躍をف೦いたしまして、ѫࡰとさせていただきます。

ୈ��ճൃ໌େදজ͕ࣜ
ߦ͞ڍ ΕΔʹ ͋ Γͨɺ

Ұ͍ॕ͓ݴͷݴ༿Λਃ͠ ্ ·͛͢ɻ
จ෦Պֶলڀݚ�ৼہڵ௕ ෵্޹�

祝 辞
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　公益財団法人日本発明振興協会と日刊工業新聞社
の共催による、第 51 回発明大賞の表彰式・懇談会・
祝賀会が、令和 8 年 3 月 13 日（金）、明治記念館
にて執り行われた。表彰式後には恒例の懇談会が開
かれ、受賞者から 7 名の代表者が、受賞対象となっ
た技術や開発の背景について紹介。続く祝賀会では、
会場の各所で活発な交流の輪が広がり、情報交換や
歓談に花が咲いた。会場は、発明に込められた情熱
と新たな出会いの活気に満ちた。

向井千秋 発明大賞審査委員長（東京理科大学 特任副学
長）、永島雄介 東京都産業労働局商工部技術調整担当課
長、黒部篤 東京都立産業技術研究センター理事長らが
列席した。
　式は近藤幹也 日本発明振興協会事務局長の司会によ
り進行され、はじめに日本発明振興協会理事長である笠
原文善 発明大賞推進委員長より開式の挨拶がなされた。
発明大賞事業の経緯や関係各所への謝辞が述べられ、「今
回は宇宙フロンティアへの挑戦や海運における地球環境
問題への貢献、物流の自動化・効率化に向けた変革など
国民的な関心の高いテーマに関する発明が受賞の栄に浴
されました」と受賞内容を紹介した。
　主催者挨拶に立った加藤忠郎 日本発明振興協会会長
は、「高い目標を掲げ、不屈の精神でチャレンジを続け
てこられた努力の賜物」と受賞者を称えるとともに、
「次々と新たなイノベーションを実現し、中堅・中小企
業の模範となるご活躍を期待しております」と激励した。
続いて、神阪拓 日刊工業新聞社代表取締役社長は、「AI
の進展によって産業や個人の生活様式も変わりつつある
中、人が将来を見据えてやるべきことは、まさに新しい
ことへの挑戦です。新しい技術や製品を生み出すことは、
産業経済の発展において不可欠です。引き続き発明の普
及啓発に努めていきます」と力を込めた。

■ 高い将来性・実効性・実用性を評価
　向井千秋 発明大賞審査委員長より審査経過の報告と、
受賞した発明考案の概要説明、講評（11～ 13頁参照）
が行われ、表彰へと移った。
　発明大賞本賞を受賞した㈱ダイモン 代表取締役社長 

表　彰　式
■ 国民的な関心の高いテーマに関する発明
15件を選定

　1975（昭和 50）年に創設された発明大賞は、日本
発明振興協会と日刊工業新聞社の共催により、中堅・中
小企業や個人発明家による優れた発明考案を顕彰してき
た。51回目を迎えた今回も、文部科学省、経済産業省、
特許庁、中小企業庁、東京都、東京都立産業技術研究セ
ンター、日本商工会議所、東京商工会議所、日本弁理士会、
日本中小企業診断士協会連合会、東京都中小企業診断士
協会、全国信用金庫協会の後援を受け、発明考案の公募
が行われた。
　2025年 7月 1日から9月30日の募集期間中に応募
のあった発明考案は、専門委員による2回の審査、東京
都立産業技術研究センターによる技術評価、合同委員会で
の審議を経て、最終的に15件が審査委員会に付託された。
厳正な審査の結果、発明大賞本賞、発明大賞東京都知事賞、
発明大賞日本発明振興協会会長賞、発明大賞日刊工業新聞
社賞各1件、発明功労賞7件、考案功労賞2件、発明奨
励賞2件が選定された。発明育成賞は該当なしとなった。

■不屈の精神でチャレンジを続けてこられた
努力の賜物

　表彰式には、受賞者や関係者をはじめ、来賓として、
杉山祐士 文部科学省研究振興局振興企画課奨励室長、

೔ຊ発明ৼڠڵձ
Ճ౻�஧࿠�ձ௕

೔ۀ޻ץ৽ฉࣾ
ਆࡕ�୓�୅දऔక໾ࣾ௕

ୈ ��ճൃ໌େ৆ɹදজࣜɾ࠙ஊձɾॕլձ
多彩な発明考案に日本のものづくりの底力を実感

དྷෂのํʑ
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　続いて、主催者を代表して登壇した湯原美登里 日刊
工業新聞社科学技術部長は、「分野も内容も実に多彩で、
いずれもユニークな取り組みばかりでした。宇宙分野と
いった先端領域に挑む技術がある一方で、日々の現場で
の使い勝手を丁寧に見つめた実用的な技術もあり、日本
のものづくりの幅広さと底力を実感しました。困りごと
をどう解決するか、『こうすればもっとよくなる』とい
う視点から生まれた技術が多く、身近な課題を一つひと
つ解決していく積み重ねが、日本の産業を支えているの
だと改めて感じました」と所感を述べた。さらに「発明
とは一朝一夕に生まれるものではなく、考え抜き、創意
工夫を重ねた努力の末に生まれるものです。開発者の皆
様から、試行錯誤を重ね、時には夢にまで見るほど考え
抜いた末に、解決策を思いついたというお話を伺うこと
もあります。今後も産業界と社会の発展に貢献する技術
を生み出していただき、さらに活躍されることを期待し
ています」と不断の努力を称えるとともに期待を寄せた。
　最後に、鈴木雅洋 日本発明振興協会相談役より、「皆
様の発明に込められた情熱と努力に深く感銘を受けまし
た。今回の成果を大きな励みとして、今後も日本のもの
づくりを支える技術開発に挑戦していただきたい」と閉
会の挨拶があり、懇談会は盛況のうちに幕を閉じた。

祝　賀　会
■ 日々の積み重ねの成果を祝う
　懇談会終了後、「相生の間」にて祝賀会が開催された。
開式のことばを笠原理事長が述べ、続いて加藤会長が主
催者を代表して挨拶し、受賞者への祝意と関係者への感
謝を伝えた。
　続いて、黒部 東京都立産業技術研究センター理事長
が、「発明は、現場の課題に真摯に向き合い、優れた着
想とともに試行錯誤を重ね、周囲の方々と力を合わせて
成果として結実させていくという営みだと思います。本
日、表彰された成果は、そうした積み重ねが高く評価さ
れた証であります。皆様が日々積み重ねてこられた探究
心と独創的な発想、そして地道な努力に深く敬意を表し
たい。受賞者の皆様の未来がますます輝かしいものとな
るよう心より祈念いたします」と祝辞を述べた。
　山口副理事長の乾杯の発声で歓談が始まり、会場では
笑顔とともに活発な名刺交換や情報共有が行われた。ま
た、向井 審査委員長は、「ものづくりと聞くとワクワク
します。皆さんもワクワクしながらものづくりをしてい
ることでしょう。発明大賞は工夫で生活をよくしていく
という精神の素晴らしい賞です。ぜひ挑戦を続け、その
面白さをキャッチ―な言葉で世の中に伝えてください」
と参加者を鼓舞した。
　最後に、森本専務理事が「初めて伺うお話も多く、我々
にとっても大変有意義な機会となりました。イノベー
ションが生まれる瞬間は偶然に端を発することもあり、
我々もそうした機会づくりに努めてまいります。皆様に
もぜひ活用いただきたい」と挨拶し、盛会のうちに祝賀
会は閉会となった。

中島紳一郎氏に向井審査委員長より、発明大賞東京都知
事賞を受賞した阪神内燃機工業㈱代表取締役社長 木下
和彦氏代理の川元克幸氏に永島 東京都産業労働局商工
部技術調整担当課長より、発明大賞日本発明振興協会会
長賞を受賞した伊東電機㈱技術本部機構開発部課長 西
村厚氏に加藤会長より、発明大賞日刊工業新聞社賞を受
賞した㈱デュプロ 代表取締役社長 田中日出男氏代理の
中村良之氏に神阪 日刊工業新聞社代表取締役社長より、
それぞれ賞状と副賞が贈呈された。
　続いて、発明功労賞 7件に笠原理事長より、考案功労
賞 2件に加藤会長より、発明奨励賞 2件に神阪 日刊工
業新聞社代表取締役社長より、表彰状と副賞が贈られた
（副賞は考案功労賞まで）。
　表彰後には、杉山 文部科学省研究振興局振興企画課
奨励室長により、渕上孝 文部科学省研究振興局長の祝
辞が代読された（8頁参照）。続いて、受賞者を代表し、
発明大賞本賞を受賞した㈱ダイモン 代表取締役社長 中
島紳一郎氏による受賞者挨拶が行われた（14頁参照）。
　最後に、山口良成 日本発明振興協会副理事長より、
受賞者への祝意と関係者への謝意が述べられ、盛大な拍
手とともに表彰式は閉式した。

懇　談　会
■ 情熱と努力に深い感銘
　表彰式終了後、中庭にて受賞者の記念撮影が行われ、
その後、懇談会が開催された。懇談会では、受賞者を代
表する 7名より、発明考案の背景や着想のきっかけ、製
品化に至るまでの苦労や課題への取り組みについて体験
発表が行われた（15～ 16頁参照）。
　開会にあたり、主催者を代表して森本浩一 日本発明
振興協会専務理事は、「発明考案に込められた思いや、
実現に至るまでの試行錯誤、課題への取り組みなどにつ
いて伺うことができればありがたい。ほかの事例から教
訓を学ぶことは極めて有益です。同じような課題を抱え
ておられる方から、解決策を導くヒントをいただくこと
ができるかもしれません。また、思いもかけない連携や
マッチングが生まれるかもしれません。そのような期待
を込めつつ、この場を有効に活用していただければ」と
挨拶。続いて、東京都知事賞、日本発明振興協会会長賞、
日刊工業新聞社賞の受賞者と、発明功労賞受賞者を代表
して 3名、考案功労賞を代表して 1名より発表が行わ
れた（15～ 16頁参照）。

ड৆ऀ୅දѫࡰ
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ʢ̎ʣ発明功࿑賞
ʢ̏ʣ考Ҋ功࿑賞
ʢ̐ʣ発明঑ྭ賞
ʢ５ʣ発明ҭ成賞
の５छྨの賞がございますことは
ごঝ஌の通りです。
　今೥度も多਺のごԠืがあり、
会からҕ৤されたઐ໳ҕһのڠ
方々による � 回の༧備審査を経
て、審査ର৅ �� ݅がબఆされ、
さらに౦ژ౎立産業技術ڀݚηン

ターの方々にઐ໳的立場から技術ධ価をして
いただき、ઐ໳ҕһ、ਪਐҕһによる߹ಉҕ
һ会の審ٞを経て、࠷ऴ的に �� ݅のҊ݅が審
査ҕһ会にࢾられました。発明大賞ީิにつ
きましては、ઐ໳ҕһによる現஍ௐ査も実ࢪ
されております。

　審査ҕһ会におきましては、ઐ໳ҕһから
、性、優ल性نな説明を伺い、その発明の৽ࡉৄ
実用性などについて厳ਖ਼な審査の݁Ռ、発明
大賞本賞ほか、શ �� ݅がબఆされ、本日のද
জࣜをܴえることになりました。
　なお、発明ҭ成賞につきましては、今回は
֘当ީิがございませんでした。දজの内容
は「発明大賞受賞者一ཡ」ʢ�� ϖーδにࡌهʣ
のとおりでございます。

　࣍に、発明大賞本賞౳のදজର৅となりま
した発明の内容をུ֓ご঺հ申し上げます。

ᴷୈ��ճൃ໌େ৆ʮදজࣜʯΛܴ͑ͯᴷ
࣮੷΋ݦஶͰ

ಠ૑తͳڀݚ։ൃ

���৹ࠪͷܦա

発明大賞の審査の経աについ
て、ごใࠂ申し上げます。
　発明大賞の審査は、ެӹஂࡒ
法人日本発明ৼڠڵ会会௕から
ҕ৤を受͚た̒名のֶࣝ経ݧ者
でߏ成された審査ҕһ会で行わ
れました。
　審査ҕһ会は、
　࿨ా�༤ೋʢ౦ژՊֶ大ֶ名༪ڭत 
�一ൠ社

ஂ法人;FSP$�୅දཧࣄʣ
　ਿࢁ�༞࢜ʢจ෦Պֶলڀݚ�ৼہڵ�ৼڵ企ը

課঑ྭࣨ௕ʣ
౎立産業ژ෦�ಞʢ஍方独立行੓法人　౦ࠇ　

技術ڀݚηンター�ཧࣄ௕ʣ
　ؙ࣋�ਖ਼明ʢࠃ立ڀݚ開発法人　産業技術૯

ॴ　ϑΣローʣڀݚ߹
　Ӭౡ�༤հʢ౦ژ౎産業࿑ಇہ�঎工෦�技術ௐ

੔୲当課௕ʣ
と、޲・ࢲҪでߏ成され、ҕһ௕をつとめまし
たので、ࢲから審査の݁Ռにつきましてུ֓ご
ใࠂ申し上げます。

この発明大賞には
　ʢ̍ʣ発明大賞本賞、

発明大賞౦ژ౎஌ࣄ賞、
発明大賞日本発明ৼڠڵ会会௕賞、
発明大賞日ץ工業৽聞社賞

からなる発明大賞と、

発明大賞審査委員長
東京理科大学特任副学長

Ҫ�ઍळ޲

���৹ࠪͷܦա

審 講査 評審 講査 評
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　ʤ̎ʥ࣍に「発明大賞�౦ژ౎஌ࣄ賞」がଃ
られますのは、『೩ྉ෾੍ࣹޚγεςϜٴͼೋ
。株式会社様ですۀ޻ػਆ಺೩ࡕ、『ؔػ೩ྉݩ

　本発明は、重༉など一छྨの೩ྉでಈくै
来のધഫ用Τンδンにରし、ϝタϊーϧなど
の୅ସ೩ྉをซ用可能とするೋݩ೩ྉؔػを
実現したものであり、ԹࣨޮՌΨεや஠ૉࢎ
Խ෺などのഉ出ݮ࡟に大きくد༩する点が高
くධ価されました。
　特に、೩ྉ切ସ࣌やෛՙ変ಈ࣌においても
҆ఆした೩মをҡ࣋できる೩ྉ෾੍ࣹޚ技術
を֬立しており、௕೥にわたりഓわれたધഫ
用ؔػとしての৴པ性や଱ٱ性をଛなうこと
なく、ڥ؀性能の޲上を実現しています。
　また、৽଄ધのみならずطଘધഫ΁のద用
も視野にೖれた実用性の高いߏ成であり、ࠃ
の強Խ΁の現実的なରԠ੍ن的なધഫഉ出ࡍ
Ռが大きޮٴ産業શମ΁の೾ࣄとして、ւࡦ
い点もධ価されました。
૪力の྆立をਤる本ڝと産業ݮෛՙ௿ڥ؀　
発明は、࣋ଓ可能な社会の実現に͚޲た、ۃ
めて意ٛਂい技術であります。

　ʤ̏ʥ࣍に「発明大賞�日本発明ৼڠڵ会会
௕賞」がଃられますのは、『੩Իɾিܸٵऩൖ
ૹ装置』、ҏ౦ిػ株式会社様です。

　ローラーίンϕΞは෺ྲྀにおいてඞཁෆ可
ܽのઃ備です。ローラーのૉ材はۚଐ製が一
ൠ的ですが、本発明では中ۭのΰムやथࢷ
をローラーに࠾用することで、িܸを཈え੩
ॗ性を֬อしています。これを回転γϟϑτ
に౳ִؒに഑ஔし、その回転γϟϑτをઍௗ
づくローجঢ়にฒ΂たશく৽しい発૝にࢠ֨
ラーίンϕΞが本発明品です。

���ड৆಺༰ͷ঺հ

ʤ̍ʥまず「発明大賞本賞」がଃられますのは、
『స౗ͯ͠΋૸ߦՄೳͳ௒খ型ɾڧߴ౓ແਓ୳
ࠪं』、株式会社μΠϞϯ様です。

　宇宙のϑロンςΟΞ΁の挑ઓにରして、産
業界にお͚るؔ心が高まっています。ロέο
τでػ材をଧち上げるに当たって、月΁の༌
ૹඅは �LH あたり໿ ��� ສυϧʢ໿ �ԯ ����
ສԁʣとඇৗに高ֹです。この課題を解決す
るため、ప底的なܰྔԽを௥ٻし、�ྠがৗ
ࣝとされる月面探査車の車ྠを � ྠにू໿
しました。その݁Ռ、ै来の �LH 、にରしڃ
���� となる超ܰྔ・࠷小クラεを実現してい
ます。
　性能面では、��� 回以上の࡞ࢼ改良を重ね、
஍上 ���Nからのམ下にも଱える強度を֬อ
しました。これにより、月のಎ۸΁౤げࠐん
で探査する手法も可能となりました。また、
本ମをܗٿの車ྠで෴う上下ର称のߏ଄によ
り、どんなମ੎で着஍しても走行をܧଓでき
ます。
　���� ೥ � 月の初ϑライτでは、着཮ધがԣ
転するΞクγσンτに見෣われましたが、஍
ೝとൖૹέー֬࡞によりಈ࡞からのԕִૢٿ
ε内からのࣸਅ撮影に成功しました。現ࡏは
஍ٿ上の֐ࡂ現場で使われる探査ロϘοτや
。業を֦大していますࣄҭ分野΁もڭ
　宇宙ならͼに無人探査というڊ大ࢢ場の࠷
લઢに挑むその࢟੎と実੷は、日本の産業界
の発展に大きく貢献するものとして高くධ価
されました。

���ड৆಺༰ͷ঺հ

審 講査 評審 講査 評
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業のௐ੔が行わ࡞といったख़࿅者による手࡞
れています。本૷ஔは、このख़࿅者によるௐ
੔࡞業を大幅に௿ݮするものです。
　この抜きムラ࡞業の௿ݮは、特ڐである「̐
۱の加ѹをݸผにௐ੔可能」とすることで実
現されています。まず、ଧ抜き面の֤෦の高
さを�����NN�୯Ґでσδタϧௐ੔可能として
います。この高さのඍௐ੔は、ΞϓϦέーγϣ
ンιϑτから行うことができます。
　この૷ஔの特徴は、̐つのۦಈݯでҠಈఆ
൫を上下ಈさせるߏػを࣋ち、ଧち抜き࣌に
それͧれのۦಈྔをௐ੔することでҠಈఆ൫
の܏きをௐ੔している点にあります。
　σδタϧԽした؆୯なௐ੔方法により、一
度使用したଧ抜き型΁のަ࡞׵業はۃめて容
қになり、ύーτै業һの方でもରԠできる
ようになるなど高い実用性がධ価されました。

　以上、発明大賞̐݅についてུ֓ご説明い
たしましたが、いずれも独創的なڀݚ開発が
実を݁んだものであり、その実੷もݦஶであ
り、発明大賞のදজର৅として、;さわしい
発明でございます。

　このほか、発明功࿑賞、考Ҋ功࿑賞、発明
঑ྭ賞をଃఄする発明も、優れた発明でござ
いますが、࣌ؒのؔ܎で説明をলུさせて௖
くことをご容ࣻଷきたいとଘじます。

　これで、ࢲの審査ใࠂをऴわらせていただ
きますが、࠷後に受賞者の皆様に、心からお
祝いを申し上げます。

　近೥、ిࢠ঎取Ҿによる&$෺ྲྀがओྲྀに
なる中で、ൖૹ෺に変Խが見られます。小෺
やॊらかいแ૷材でแまれたൖૹ෺の૿加に
より、これらは、ै来のίンϕΞではམ下し
たりうまくൖૹできないなどのࣄ৅が発生し
ています。本発明のローラーίンϕΞはܺؒ
なくローラーγϟϑτを഑ஔすることで、小
෺のൖૹ෺もམ下することなく֬実にൖૹで
きます。さらに、ίンϕΞ上でκーンごとに
ಈさۦࢄモータを内ଂしたローラーを分ޚ੍
せることで、૯ྔϐοキング、ばらし、഑ྻ、
εキϟニング、࢓分͚を完શ自ಈで行うγε
ςムとなっています。ซせて、Φン・σϚン
υӡ転でলΤωにも貢献するとともに、੍ޚ
モータをηンγングすることでނোの༧஌อ
શに໾立つ工夫もなされています。
　෺ྲྀの現場では人手ෆ଍で、今ほどޮ཰Խ
がٻめられているときはありません。本発明
品のローラーίンϕΞはこれを解決するըظ
的なӡൖγεςムであると思います。今後、
ै来品をิ完するઃ備としてීٴがظ଴でき
る発明品であるとධ価されました。

　ʤ̐ʥ࣍に「発明大賞　日ץ工業৽聞社賞」
がଃられますのは、『4隅の圧力を個別に調整
できるパッケージ用型抜き装置』、株式会社
デュプロ様です。

　本発明は、ࢴύοέーδ、タグ、Χーυなど、
の型抜き用の小型ฏ൫ଧ抜૷ஔにؔする発ࢴ
明です。
　ै来のଧ抜૷ஔでは、抜き型のόラπキや
ਕのີू度のόラπキによって抜きムラが発
生していました。現ࡏでも、ଧ抜製品に発生
する抜きムラの཈੍には、ムラ取り࡞業とし
て、ムラ取りςーϓのష෇や加ѹϋンυϧૢ

審 講査 評審 講査 評
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ありません。開発を支えてくださった
܎ؔ、力企業の皆様、技術者の皆様ڠ
の皆様、そして௕೥にわたりԠԉؔػ
してくださった多くの皆様のご支ԉが
あって初めて実現したものです。今回
の受賞は、:"0,*にؔわってくださっ
たす΂ての皆様とともにいただいた賞
であると感じております。
は、発明とは、ੈの中の課題を解ࢲ　
決するために、人が஌ܙと工夫をਚく

した先に生まれるものだと考えています。৽しい技
術は、࠷初からཧ解され、受͚ೖれられるものばか
りではありません。࣌にはٙわれ、࣌にはࣦഊし、
࣌にはԕ回りをすることもあります。それでも考え
ଓ͚、挑ઓをଓ͚、ܗにして社会΁ಧ͚ることで、
発明は初めて人の໾に立つ技術になるのだと思い
ます。
　今後、月面開発は、୯なる探査にとどまらず、ࢿ
ઃ、さらには人ྨݐ点ڌ、ར用、通৴インϑラݯ
の活ಈ領域の֦大΁とਐんでいきます。当社は、
:"0,* を通じて月面探査の可能性を広げるととも
に、宇宙でഓった技術を஍ٿ上のաڥ؀ࠅでの点ݕ
や֐ࡂରԠなどにも活かし、宇宙と஍ٿの૒方に貢
献してまいりたいと考えております。
　今回の発明大賞�本賞という大変名༪ある受賞を
大きなྭみとし、これからも「ࣣ転ͼീىき」のਫ਼
ਆで挑ઓをଓ͚てまいります。そして、月面探査の
৽しいະ来を切り୓き、࣍ੈ୅に夢とر๬をಧ͚ら
れる企業でありଓ͚たいと考えております。
後になりますが、改めまして、今回の受賞にあ࠷　
たりごධ価いただきました審査ҕһの先生方、ओ࠵
者ならͼに後ԉ者の皆様、日ࠒより当社を支えてく
ださっているؔ܎者の皆様、そして:"0,* の開発
にܞわってくださったす΂ての皆様に、心より感ँ
申し上げます。
　ごྟ੮の皆様方のご݈勝とご発展をف೦し、ࢲか
らのѫࡰとさせていただきます。
　本日は、੣にありがとうございました。

　ただいまご঺հにあずかりました、
会社ダイモンの中ౡਈ一࿠でござࣜג
います。
　੣にၟӽではございますが、ୈ ��
回発明大賞�本賞の受賞者として、一
。を申し上げますࡰごѫݴ
　本日、このようなӫ༪ある賞をࣀり
ましたことは、ࢲどもにとりまして੣
に名༪なことであり、心より感ँ申し
上げます。
　දজにあたり、審査、ごධ価をいただきました先
生方、ならͼにओ࠵者、後ԉ者の皆様、ؔ܎者の皆
様にްくྱޚ申し上げます。
　今回、本賞をいただきました当社の月面探査車
「:"0,*ʢやおきʣ」は、日本のことわざ「ࣣ転ͼ
ീىき」に༝来して໋名したものです。倒れても、
またىき上がり、લにਐむ。このݴ༿は、:"0,*
のػ能をදすだ͚でなく、ࢲたちがこれまでาんで
きた開発の࢟੎そのものでもあります。
　当社は ���� ೥の創業以来、ຽؒ企業として月面
探査に挑ઓしてまいりました。月面探査は、探査車
を開発すれば実現できるものではなく、ロέοτ、
月着཮ધ、月までの༌ૹ、月面での์出、そしてԕ
。力がඞཁとなりますڠまで、多くの工ఔと࡞ૢִ
小さなεターτΞοϓ企業であった当社にとって、
その一つ一つが大きなนでした。
　それでもࢲたちは、ݶられたۚࢿと人һの中で、
஌ܙをߜり、工夫を重ね、月面というաࠅなڥ؀
で使える小型探査車を目ࢦして開発をଓ͚てきまし
た。ࣦഊや困೉は਺え切れませんが、そのたͼに「ࣣ
転ͼീىき」のਫ਼ਆで立ち上がり、少しずつ技術を
。にしてまいりましたܗ
　そして ����೥ �月 �日、:"0,*は月面に౸ୡし、
月のクレーター撮影に成功しました。実ࡍの月面؀
たちにとって大きなઅ目でࢲ、能したことはػでڥ
あり、日本のຽؒ企業が月面探査に挑ઓできること
をࣔす一าになったと受͚ࢭめております。
　この成Ռは、当社だ͚の力で実現できたものでは

ࣣసͼീ͖ىͷਫ਼ਆͰ
੾Γ୓ ɺ݄͘ ໘୳ࠪͷະདྷ

ൃ໌େ৆ຊ৆�ड৆ɹɹɹɹ�᷂μΠϞϯ�୅දऔక໾ࣾ௕ɹதౡ�ਈҰ࿠

ड৆ऀ୅දѫࡰ
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　表彰式、記念撮影に引き続き催された懇談会。受賞者代表の 7名の方々による体験発表が行われた。
各登壇者のアイディア、開発秘話に会場は時にどよめき、時に唸った。受賞内容はバラエティに富み、
参加者は今後へつなげる新たな視点を得た様子だった。

աڈͷٕज़ΛોΒͤ࣌୅ͷཁ੥にԠ͑ͨધഫ༻
Τϯδϯ

ωοτ௨ൢͷ෺ྲྀख๏Λ࡮৽͢Δ
খ෺ɾା෺ൖૹ૷ஔ

◆発明大賞 東京都知事賞　
阪神内燃機工業㈱　川元 克之（代理）

◆発明大賞 日本発明振興協会会長賞
伊東電機㈱　西村 厚

　名༪ある発明大賞౦ژ౎஌ࣄ賞をࣀり大変
ޫӫにଘじます。このようなධ価をいただき
ましたことに審査һの皆様をはじめؔ܎者の
皆様に心よりྱޚ申し上げます。
　今回受賞をさせていただいた発明は、ધഫ
用ϝタϊーϧ೩ྉΤンδンにお͚る೩ྉ෾ࣹ

技術にؔするものです。ै来、ધഫのΤンδン೩ྉにはޚ੍
ओに重༉が使用されてきましたが、近೥、ւӡ分野において
も$0�ഉ出ྔのݮ࡟が強くٻめられています。そのような中、
ϝタϊーϧはൺֱ的取りѻいやすく、ڥ؀ෛՙを௿ݮできる
༗๬な࣍ੈ୅೩ྉとして஫目されています。しかし、ϝタϊー
ϧはσΟーθϧ೩ྉにൺ΂、着Րしにくいという特徴があり、
ધഫ用Τンδンで҆ఆして೩মさせることが大きな技術課題
でした。そこで、本発明ではϝタϊーϧをओ೩ྉとしながら、
少ྔの重༉をύイロοτ೩ྉとして使用し、その೩ྉ෾ࣹの
దԽすることで、֬実な着Րと҆ఆした೩মを実現࠷をޚ੍

　この度は、発明大賞日本発明ৼڠڵ会会௕
賞をいただき੣にありがとうございます。
　ฐ社はฌݝݿ加੢ࢢに本社をߏえ、創業が
���� ೥ � 月、���� ೥で �� प೥をܴえまし
た。%$��7 のϒラγレεモーターと変଎Ϊ
Ξをύイϓ内に౥ࡌしたモータ内ଂローラー

.%3がओ力製品です。その.%3を用いたモδϡーϧ܈や
Ϛςϋンثػの開発・製଄・ൢചを行っています。今回受
賞させていただいた੩Ի・িܸٵऩൖૹ૷ஔ「ϑレキγϒ
ϧϊイζレεローラー'/3」もその一つです。
　近೥、インターωοτ通ൢར用の高まりにより、෺ྲྀ現
場でѻわれるՙ෺のछྨもٸ଎に変Խしています。皆様も
通ൢをར用されるࡍに、以લはஈϘーϧでಧいていたのに、
はお࣋ちでݧ近はା෺でಧくことが多くなったという経࠷
はないでしΐうか。このようなା෺はઐ用のτレイに৐せ

する技術を開発しました。
　この技術のഎܠには、当社が໿ �� ೥લに行ったϝタϊー
ϧΤンδンのڀݚがあります。当࣌は、࣌୅のঢ়گもあり
製品としてੈに出ることはありませんでしたが、୤୸ૉ社
会の実現に͚޲た୅ସ೩ྉ΁の転׵がٸ଎にٻめられるよ
うになったことを受͚、当࣌のڀݚ成Ռや技術ࢿྉをあら
ためて見௚し、その஌見を現୅のΤンδン技術΁ద用する
ことに取り組みました。特にϝタϊーϧを重༉と組み߹わ
せて使用するೋݩ೩ྉΤンδンにお͚る೩ྉ෾੍ࣹޚの࠷
దԽに重点をஔき、ઃܭのݕ౼とূݕを重ね、աڈの技術
を現ࡏのΤンδンとしてોらせることができ、ੈにૹり出
すことができました。今後もڥ؀ෛՙの௿ݮと高い৴པ性
を྆立するΤンδン技術の開発に取り組み、ւӡ業界の発
展と࣋ଓ可能な社会の実現に貢献してまいります。この度
の受賞を大きなྭみとして、これからも技術のݚᮎをଓ͚
ていくॴଘです。

てൖૹするඞཁがあるという課題がありました。こうした
എܠから、お٬様より小෺・ା෺をεムーζにൖૹさせた
いというごཁ๬をいただき、'/3の開発にࢸりました。
　'/3は �本の࣠にෳ਺のローラーをઍௗঢ়に഑ஔするこ
とで、ܺؒをݶۃに小さくしました。また、ローラーはथ
製の஄力のあるૉ材で、ローラー内෦をۭಎԽすることࢷ
により、੩Ի性޲上とিܸを௿ݮすることもできました。
これにより、小෺・ೈแ૷の҆ఆしたൖૹを実現できました。
開発でۤ࿑した点は、੩ిؾがたまらないようにすること
でした。ରࡦとして、ローラーからϑレームまではಋి材
ྉをબఆし、発生する੩ిؾはίンϕΞϑレームにྲྀれる
γεςムを組み߹わせるޚ଄としました。'/3とฐ社੍ߏ
ことで、ൖૹ෺の切り཭しや࢓分͚を行うことも可能です。
　今後は '/3を用いたԠ用製品のさらなる開発を目ࢦし
てࢀります。

懇談会──ड৆者ʹΑΔମൃݧද
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தখྵۀاࡉͷٕज़ΛଋͶྔ࢈Խに͚͗ͭͨ͜
೔ຊ੡ͷ৽ੈ୅ిؾ઀఺

थӷΛࣗΒ͸Ͷඈ͹͢ըظతͳ
Ԃܳ༻͸͞Έ

ҹۀ࡮քにޫΛরΒ͢ύοέʔδ༻
ൈ͖૷ஔܕ

◆発明功労賞
　 ㈱グローブ・テック　栗本 慶介

◆発明功労賞
㈱近正　和田 祥一

◆発明大賞 日刊工業新聞社賞
㈱デュプロ　中村 良之（代理）

　この度、発明功࿑賞をࣀりまして੣にあり
がとうございます。
　ฐ社は産業用のిؾίωクターϝーΧーで
す。ిؾίωクターには、ۚଐ端ࢠಉ࢜を強
くԡし෇͚ることでిؾを҆ఆしてڮ౉しを
するという目的で、ిؾ઀点とݺばれるಋి
性の高いόωの材ྉがೖっています。その性

能によってίωクターの通ిޮ཰や製品ण໋、҆શ性をࠨ
ӈするという重ཁなύーπです。これまでࠃ内で使用され
るిؾ઀点のほとんどはԤभからの༌ೖ品またはこれらの
後発品でした。今回の発明品はԤभ製品にର߅して、ੈ界
にྨࣅ品のない৽しいίンηϓτで開発を行いました。
　௿ଛই型大ిྲྀίωクターの名લの通り、大ిྲྀをྲྀせ
る性能を࣋ちながら、઀ଓ先΁のダϝーδ・ՙ重をݶۃま
で小さくするという৽しいίンηϓτで、端ࢠのଛইを๷
͗、抜きࠩしがָで、଱ٱण໋が௕いという৽ੈ୅のిؾ

　発明大賞日ץ工業৽聞社賞というૉ੖らし
い賞をいただき、本当にありがとうございま
す。心より感ँ申し上げます。
　ฐ社はਆಸ઒ݝ૬໛ࢢݪに本社をߏえてい
る、ҹ࡮෺の࢓上げ加工をする製品を開発、
製଄、ൢചしているϝーΧーです。丁߹ػ、

製本ػંࢴ、ػなどをੈ界֤ࠃにఏڙしています。今回受
賞させていただいた発明は、ࢴύοέーδなどをଧち抜く
૷ஔである、ฏ൫ଧ抜૷ஔ「%4.�����」です。ฐ社が初め
て開発にνϟレンδしたଧち抜きػで、ӫ༪ある発明大賞
をいただき、心の底から大きなتͼを感じています。
　近೥、ੈの中のσδタϧԽのಈきでࢴのॻྨの使用ྔが
少しています。その中で、お٬様である製本業者様がඇݮ
ৗにۤしい思いをしています。お٬様の大きな課題は、ダ
イΧοターʢଧ抜૷ஔʣのδϣϒସえのࡍにඇৗにஈ取り
に࣌ؒがかかるということでした。ࡢ今ҹ࡮業界では多品

　発明功࿑賞をいただきありがとうございま
した。大変تんでおります。
　ฐ社は、はさみの開発 ŋ生産を行っている
会社で、特にԂܳ用の小型のはさみをಘ意分
野とするϝーΧーです。大ࢢࡖ・ࡕで ����
೥からはさみ࡞り一ےにྭんでいて、ࢲで �

୅目になります。ฐ社は��ˋ近く社内ではさみを࡞ってい
ます。社һ �� 人で � ࣠のロϘοτが �� ୆あり、無人で໷
中もಈいている会社です。
　はさみの特徴は、ਅん中に࣠があって、ϊίΪϦやแ丁
とはҧって �つのਕでڬんで切るということです。ࢢࡖで
このようなܗになったのは ��� ೥લからとݴわれています。
　Ԃܳ用のはさみでは、২෺を切るࡍにはथӷがඞずくっ

઀点を開発しました。
　ςίのݪཧをར用した特घߏ଄により、઀ଓ先には小さな
઀ѹでダϝーδを཈え、ίωクターの内෦ではഒ૿した強い
力でԡし෇͚るため、通ిを҆ఆさせることができます。ま
た、઀ѹを発生させるόω෦分をిؾの通ి経࿏にしないこ
とで、ڥ؀ෛՙが高いै来のόω材の୅わりにεςンレεを
用することができます。近೥では自ಈ車ؔ࿈を中心に&7࠾
やϋイϒϦουԽ΁のγϑτの加଎によりٻめられている෦
品の小型ܰྔԽ、多ػ能ԽにもରԠできます。
　ྔ産Խまでのಓのりはҵのಓでした。ෆ可能を可能にしたڠ
力会社の中の一社はわずか�名で経Ӧするொ工場でした。そ
のほかにも多くのڠ力企業にඇৗにॿ͚ていただきました。
ઑった能力を࣋つ優लな企業が、それͧれಘ意な技術を࣋ち
力することで、ੈ界的大企業にもෛ͚ないようなものڠりد
づくりができると֬৴しています。中小ྵࡉ企業のஂ݁が技
術大ࠃ日本の෮活のݤとなるのではないでしΐうか。

छ小ロοτ生産が૿え、それに൐いδϣϒସえが多くなっ
ています。その課題に஫目して%4.����� の開発に着手し
ました。ダイΧοターは上にਕのある型にࢴをԡし෇͚て
上下するఆ൫でΧοτする૷ஔですが、ѹ力のムラが出て
しまうという໰題があり、そのѹ力のムラを取ってきれい
にଧち抜く࡞業は、ख़࿅者でも࣌ؒがかかります。それを
Կとか解ফしたいと取り組みました。
　技術的には、࢛࣠の独立したモーターでఆ൫の高さをௐ
੔することで、ѹ力が௿いとこΖは少し多めにҠಈさせて
しっかりଧち抜く技術を֬立しました。お٬様からもޮ཰
Խ・生産性޲上にඇৗに༗ޮであるというධ価をいただい
ています。特にւ֎のお٬様からඇৗに高いධ価をいただ
いています。
　このૉ੖らしい賞を受賞したことをػに、日本ࠃ内のお
٬様にも、技術ܧঝ、人手ෆ଍といった課題の解ফにこれ
まで以上に貢献し、お໾に立てればと思っております。

つきます。はさみの࣠にथӷがつくと、重くなり、開きも
ѱくなり、手がർれて、ϓロの方でも困ってしまう。それ
をԿとかしたいと �೥લに開発した、࣠についたथӷをআ
。技術が今回の受賞につながりましたڐしやすくする特ڈ
　受賞した開発は、はさみのਅん中に࣠をೖれる޸が、ؙ
型だったものを、࢛֯などの多֯ܗに変えることで、はさ
みを開ดする度にथӷを์出することができるըظ的なも
のです。この �೥ؒで �� かࠃ、ੈ界でԆ΂໿ ��� ສ丁、ۚ
ֹで �� ԯԁのച上をあげています。この技術は、Ԃܳ用に
とどまらず、なまものをѻうキονンはさみなど、෇着す
るものをѻうはさみશൠにԠ用できるものです。
　この受賞をػに、どんどん৽しいもの、お٬さんにもっ
とتんでもらえるものを࡞っていきたいと思います。

懇談会──ड৆者ʹΑΔମൃݧද
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◆発明功労賞
　 ㈱グローブ・テック　栗本 慶介 ਫ֐Λ͖͔͚ͬにਗ਼૟ͷॏཁੑΛͭݟΊ։ൃͨ͠

ચড়༻޻۩

໔ӸܥૉࡐͰ҆શɾ҆৺ɺ௎·Ͱಧ༹͍͚ͯΔ
Χϓηϧ

　◆考案功労賞
　　菱高精機㈱　中原 宏

　◆発明功労賞
　　中日本カプセル㈱　須原 渉

　この度は、考Ҋ功࿑賞という大変名༪ある
賞をいただきまして੣にありがとうござい
ます。
　ฐ社は、高஌ݝで切࡟工۩を製଄している
ϝーΧーです。今回受賞したચড়工۩「タイ
タン」は工ػ࡞ցのਗ਼૟に用いる工۩ですが、

ීஈࢲたちが࡞っている切࡟工۩は、ۚଐを࡟り、切りく
ずをඈばすことが໾目です。そのため、ਖ਼௚なとこΖこれ
までਗ਼૟という視点をਂく考えることはありませんでした。
　発明のきっか͚は ���� ೥、�� ೥と発生したઢঢ়߱ਫଳ
によるਫ֐でした。工場がਫ຅し、ઃ備෮چのためຖ日の
ようにਗ਼૟やमཧを行う中で、わずかなԚれがઃ備のಈ࡞
や品࣭τラϒϧにつながることにؾづきました。そこで、
工ػ࡞ցの中でもಉじことがىきているのではないかと考
え、加工中のػ内を࡯؍すると、切りくずがఱҪやओ࣠、
น面など、あらΏる場ॴに෇着し、ػցのৼಈでམ下して

　この度は、発明功࿑賞をいただき੣にあり
がとうございます。
　ฐ社は、���� ೥に創業し、ذෞݝ大֞ࢢ
で݈ิ߁ॿ৯品の受ୗ製଄を行っています。
ちΐうど ���� ೥が �� प೥をܴえる特ผな �
೥となりまして、会社では �� प೥ࢽを࡞成

しており、この発明功࿑賞受賞を �ϖーδを使ってご঺հ
できればと考えています。
　今回受賞した技術は、௎༹性のιϑτΧϓηϧにؔする
ものです。この技術の開発を࢝めたのは ���� ೥୅後൒のこ
とです。当࣌は、ػ能性දࣔ৯品੍度も࢝まっておらず、
৯品というものにؔして、いわΏるૉ材のετーϦー߁݈
や、ૉ材のྔといったものがओなૌٻϙインτになってい
る࣌୅でした。そんな中、Χϓηϧを受ୗ製଄するզ々と
しては、そのૉ材の良さを࠷大ݶにҾき出すようなことは
できないかという点で௎༹性のιϑτΧϓηϧ技術の開発
に着手しました。

いることがわかりました。ちΐうどその٬ސ、ࠒから௕࣌
ؒ無人ӡ転中に工۩ަ࣌׵の切りくずטみࠐみτラϒϧが
月に਺回発生するという話を聞き、これがݪҼではないか
と֬৴しました。そこで、特ผな૷ஔを௥加するのではなく、
工ػ࡞ցが࣋つ内෦څ༉ػ能を活用し、工۩そのものをચ
ড়工۩として使えるγンϓϧな࢓組みを考えました。実ࡍ
にお٬様にධ価いただいたとこΖ、無人ӡ転࣌のτラϒϧ
がθロになり、現ࡏはผラインやผ工場΁の展開がਐんで
います。
　このચড়工۩「タイタン」という名લは、࡞ࢼ品のܗが
に見ていた特撮ώーロー൪組のո人に少ࠒのڙࢠたちがࢲ
しࣅていることからつ͚たものです。おかげさまでӦ業の
場で話題になり、思いが͚ずίϛϡニέーγϣンπーϧに
もなっています。切࡟工۩業界はڝ૪のܹしい分野ですが、
今後も現場の困りごとから発૝した技術や、ಇく人のෛՙ
をݮらす製品開発に挑ઓしていきたいと思っています。

　創業当࣌から会社の経Ӧཧ೦・経Ӧ方਑として開発型企
業ということをܝげており、ΦϦδφϧ技術の開発をやっ
てきています。αϓϦϝンτ用Χϓηϧの開発においては、
ฐ社は業界の中では後発で、技術開発してからおよそ �೥
は࠾用がなかなか৳ͼず困っていましたが、���� ೥ࠒに、
໔Ӹܥのૉ材でෳ਺社のίンϖࣜܗになり、その中でಉじ
成分を用いた௎༹性ιϑτΧϓηϧの࡞製において、ฐ社
の技術が࠾用されたことをػܖに大きくച上が৳ͼました。
その後、���� ೥のίロφՒでは、ηϧϑϝσΟέーγϣン
という؍点のもと、自分の݈߁は自分でकるという考えが
広がり、݈߁৯品で໔Ӹܥのૉ材を使った製品であること
で޷ධをいただいています。この技術でこれまでにԆ΂製
଄਺ �� ԯΧϓηϧを超えることができました。後ܧ技術の
開発も行い、���� ೥に特ڐを取ಘしました。さらに௎༹性
Χϓηϧの技術をֵ৽していくॴଘです。Ҿきଓきؤுっ
てまいります。

懇談会──ड৆者ʹΑΔମൃݧද
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日刊工業新聞社 編集局 科学技術部長　湯原 美登里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　発明大賞を受賞された皆様、おめでとうございます。

　今回、初めて審査に立ち会わせていただきましたが、本当に

厳しい審査を経て決まっており、心からお祝い申し上げます。

　受賞製品・技術を拝見しますと、分野も内容も実に多彩で、いずれもユニークな取り組

みばかりであることを改めて感じました。宇宙分野といった先端領域に挑む技術がある一

方で、日々の現場での使い勝手を丁寧に突き詰めた実用的な技術も多く、日本のものづく

りの幅の広さと底力を実感する内容でした。

　今回の発明大賞本賞を受賞されたダイモンの「転倒しても走行可能な超小型・高強度無

人探査車」は、わずか０・５キログラム以下の無人探査車で、月のクレーターの撮影に成

功しました。優れた性能を備えており、将来の宇宙開発につながる可能性を感じさせるも

のでした。

　他にも、「困りごとをどう解決するか」や「こうすればもっと良くなる」という視点か

ら生まれたものもあり、身近な課題を一つ一つ技術で解決していく積み重ねが、日本の産

業やものづくりを支えているのだと、改めて感じました。

　また審査会では、技術そのものの独自性や完成度に加えて、「その魅力や特徴が、名称

などを通じてもう少し分かりやすく伝わるとよいのではないか」といった意見も聞かれま

した。優れた技術であるほど、その価値や面白さが多くの人に伝わることも大切であり、

そうした工夫によって、さらに広く社会に浸透していくのではないかと思います。

　中小企業の取材で面白いことの一つが、こうした皆様の発明、開発のお話を聞くことで

す。「こんなのができたよ」と、嬉しそうに説明をしていただくと、取材をしているこち

らも大変ワクワクします。一方で、なかなかうまくいかず、考えて考えて、夢にまで出て

きて、ある朝、目覚めたときに突然ある手法を思いつき、製品開発につながったというお

話を伺ったこともあります。発明とは一朝一夕にできるものではなく、考え抜き、創意工

夫を重ねた努力の末にたどり着くものだと感じています。

　受賞者の皆様におかれましては、今後とも産業界、社会の発展に貢献する技術開発、製

品を生み出していただき、さらに活躍されることを願っております。

ൃ໌͸ɺ͑ߟൈ͖ɺ
૑ҙ޻෉ΛॏͶͨ
౒ྗͷ຤にͨͲりண͘΋ͷ

懇談会──記者の視点
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ୈ��ճ�ൃ໌େ৆
（令和 7年度）　受賞者一覧

�ൃ໌େ৆ຊ৆�

転倒しても走行可能な超小型・高強度無人探査車 中島 紳一郎 ㈱ダイモン 18

�ൃ໌େ৆�౦ژ౎஌ࣄ৆�

燃料噴射制御システム及び二元燃料機関 木下 和彦 /東川 聡 / 辻岡 幸司
田中 孝弘 /谷田 光弘 阪神内燃機工業㈱ 20

�ൃ໌େ৆�೔ຊൃ໌ৼڠڵձձ௕৆�

静音・衝撃吸収搬送装置 伊東 一夫 /植田 浩司
西村 厚 伊東電機㈱ 22

�ൃ໌େ৆�೔ۀ޻ץ৽ฉࣾ৆�

4隅の圧力を個別に調整できるパッケージ用型抜き装置 田中 日出男 /三島 勇
大浜 洋 / 本間 富雄 ㈱デュプロ 24

�ൃ໌ޭ࿑৆�（五十音順）

多様な形状の段ボール箱を効率よく生産できる製函機 磯輪 英之 ㈱ ISOWA 26

チューブ変形による流体遮断技術 和田 貴志 /楠 健志 旭光電機㈱ 26

低損傷型大電流コネクタ 栗本 慶介 ㈱グローブ・テック 27

樹液ヤニが付いても軽い開閉が長続きする園芸はさみ 和田 祥一 ㈱近正 27

腸溶性組成を用いたサプリメント用ソフトカプセル 須原 渉 /山中 利恭
梅村 英行 中日本カプセル㈱ 28

プレカット建材（横架材）用自動積込装置 宮川 嘉隆 宮川工機㈱ 28

ウォータージェット工法の廃水再生装置 西村 聡 ㈱流機エンジニアリング 29

�（五十音順）�Ҋޭ࿑৆ߟ

異形断面材対応自動棒材供給機 中里 幸司 育良精機㈱ 30

工作機械の内部清掃を効率化する洗浄専用工具 中原 宏 /池内 寛 菱高精機㈱ 30

�ൃ໌঑ྭ৆�（五十音順）

容器の中心以外の目標位置に基づく作業順序決定 Jason Swee Shao Wen
中島 和哉

コネクテッドロボティ
クス㈱ 31

本体内で刃先が折れる据置又は吸着式安全カッター 光広 和三 （個人） 31
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輸送費は1kgあたり1億円以上と高額であり、軽
量化が最も重要な技術課題であった。
　そのような状況の中で、ダイモンは軽量・小型・
高強度・シンプルな構造を追求し、転倒しても走
行を継続できる形状、進行方向を確認しやすい反
転走行機構、衝撃を探査車全体で受け止める強度
構造などを具体化し、2019年にこれらの基盤技術
について特許出願を行った。さらに、プロモーショ
ンビデオの制作や海外企業への情報発信を通じて
技術を広く発信し、その結果、NASAの月輸送計
画に関連する機会へとつながった。

���ຊ੡඼ͷಛ௕
　YAOKIは、月面の過酷な環境で確実に探査を行
うために開発された超小型・軽量の月面探査車で
ある。その名称は、日本のことわざ「七転び八起き」
に由来し、転倒しても走行を継続できる構造を表
している。
　第1の特徴は、軽量化と高い走破性を両立す
る独自の形状であり、形状の発明として特許第
7293527 号を取得している。従来の探査車は 4
輪以上の車輪で走破性を確保していたが、YAOKI
は左右一対の双輪（2輪）とし、3輪目を車輪を
模した板とすることで軽量化に貢献し、半球状の
車輪が本体を覆う構造によって走破性を確保した。
全体は上下対称の楕円形状、いわばラグビーボー
ルのような形状であり、転倒しても走行を継続で
きる。

　第2の特徴は、走行時の反転機構であり、特許
第 7115404 号を取得している。重心を車輪軸よ
りやや後方に配置することで、後進時に本体が反

���ձࣾ঺հ
　株式会社ダイモンは、2012年に宇宙技術開発を
目的として創業した。小さなスタートアップ企業と
して出発しながらも、独自の知的財産を活用し、超
小型・軽量でありながら高い強度と信頼性を備え
た月面探査車「YAOKI（やおき）」を開発してきた。
そして2025年3月7日、 NASAの月輸送ミッショ
ンに参画し、念願の月面到着を果たし、世界初と
なる月クレーター撮影に成功した。当社は、民間企
業による月面探査の実現を目指し、知的財産を事
業化の重要な基盤として活用しながら、宇宙開発
分野における新たな挑戦を進めている。

���։ൃܦҢ
　YAOKI の開発は、創業者である中島紳一郎が、
自動車の駆動系エンジニアとして培った経験をも
とに、「究極のモビリティ」に挑戦しようと決意し
たことから始まった。2011年 3月11日の東日本
大震災をきっかけに、地上の自動車開発から、宇
宙で活動する自動車ともいえる月面探査車の開発
へ進むことを決め、2012年に株式会社ダイモンを
設立した。
　月面探査を実現するには、探査車そのものの開
発だけでなく、ロケットによる打ち上げ、月着陸船
による輸送、着陸後の月面放出と走行という複数
の工程が必要になる。そのため、小さな民間企業
が単独で月面探査を実現することは極めて困難で
あった。開発初期には JAXAへの提案も行ったが、
当時は民間企業の小型探査車が月輸送計画に参加
できる道筋は閉ざされており、技術面だけでなく資
金面・事業面でも厳しい時期が続いた。また、月

転倒しても走行可能な
超小型・高強度無人探査車
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㈱ダイモン
代表取締役社長

தౡ�ਈҰ࿠

㈱ダイモン
代表取締役社長
中島 紳一郎

〒169-0051
東京都新宿区西早稲田
3-17-20
animo NISHI WSEDAⅡ 9階
TEL： 090-4223-4202

転し、前方に設置されたカメラが常に進行方向を
向く。月面探査車は地球から遠隔操作されるため、
カメラ映像がほぼ唯一の情報源となる。この機構
により、複雑な方向転換を行わなくても、1つのカ
メラで全方位を確認することができ、軽量化と安
全な操作に貢献している。

　第 3の特徴は、耐衝撃を分散する構成であり、
強度の発明として特許第 7505807号を取得して
いる。本体の球状部と半球状の車輪との間に凸部
を設けることで、車輪外側から受けた衝撃を探査
車本体に分散させる構造としている。これにより、
衝撃が一部に集中せず、探査車全体で受け止める
ことができる。実験では、100m上空からの落下
にも耐えられる強度を確認した。

���ಋೖྫ
　YAOKIの代表的な導入例は、2025年 3月7日
に実施した月面探査である。YAOKIはNASAの月
輸送ミッションに参画し、着陸船がクレーター内部
で転倒するというアクシデントが発生したにもかか
わらず、転倒、電力停止、極低温という極めて過酷
な環境下で全ての機能が正常に動作することを確認
した。その結果、世界初となる月クレーター撮影に
成功し、超小型・軽量の無人探査車であっても、実
際の月面環境で有効に機能することを示した。
　また、この成功を支えた重要な存在が、YAOKIを
月まで安全に運んだ月輸送コンテナである。今後拡
大する民間の月輸送においては、新しい発想のコン
テナが必要不可欠であり、YAOKIの成功はその有効
性を示す実績となった。なお、月輸送コンテナにつ
いても、現在までに複数の特許を取得している。

ͷల๬ޙࠓ���
　今後、月面開発は、単発の探査から、資源利用、
通信インフラ、拠点建設へと段階的に拡大してい
く。YAOKI は軽量で低コストであるため、従来の
大型探査車が抱えていた打上げコストや搭載制約
の課題を解決し、複数機を同時に運用することで、
リスク分散と広域探査を実現できる。
　当社では、充電式電池や資源探査用センサーを
搭載する拡張モデルの開発を進めており、月面で
の長期活動や資源探査、通信インフラの実証など、
多目的なミッションへの対応を目指している。ま
た、YAOKI の技術は、原子力発電所、災害現場、
インフラ設備など、人が近づきにくい環境での点
検ロボットとして地球上の課題解決にも応用可能
である。宇宙で必要とされる小型・軽量・高強度・
高信頼性の技術を地上産業へ還元していくことも、
当社の重要な使命である。

���おわりに
　知的財産とは、創造的な知的活動から生み出さ
れる、文字どおりの知的な財産である。人は文明
の芽生えた頃から、土地や物を財産として守ってき
た。しかし、視点を「人類」に広げたとき、これか
らの時代に最も大切に守るべき財産は、知恵から
生まれる知的財産であると私は考えている。
　私は自称発明家である。日々、新しい発明を思
いつくが、特許調査をしてみると、先人たちの偉大
さと、自分の考えの浅さを思い知らされる。それで
も考え続ける中で、稀に前例のない発明にたどり着
くことがある。そこに特許が生まれる。しかし、特
許は終わりではなく、実用化に向けた長い挑戦の
始まりである。発明は、無視され、否定され、とき
に模倣される過程を経て、やがて社会に認められ、
新しい時代を切り開いていく。
　かつて私たちの祖先は海から陸へ進出し、過酷
な環境に適応しながら進化を重ね、今日の人類へと
至った。そして今、人類は新たな「知性体への進化」
の時を迎えようとしている。その進化を支える最も
大切な財産が、知的財産であると信じている。

ਤ �ɹಈ͖の発明

ਤ �ɹڧ౓の発明

ਤ �ɹ݄༌ૹίϯςφ
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　大型外航船で採用が進む低速 2サイクル機関で
は先行事例があるものの、内航船の主力である低
速 4サイクル機関においては、広い負荷域で高
効率かつ安定した燃焼を維持する技術は確立され
ていなかった。特に、メタノールと着火補助用の
パイロット燃料（A重油）の供給比率を運転状態
に応じて精密に制御することが最大の技術課題で
あった。

�．֩৺ٕज़ɿ೩ྉ෾੍ࣹޚγεςϜ
　今回、東京都知事賞の栄誉を受けた「燃料噴射
制御システム及び二元燃料機関」は、燃焼の安定
性と効率性を両立させるための画期的な発明であ
る。本技術の核心は、メタノールとパイロット燃
料の二種類を最適に組み合わせて噴射する「機械
式二元燃料制御」にある。
　従来技術では低負荷から高負荷までの全域で
安定した燃焼を維持することが困難であったが、
本特許技術では以下の高度な機械式制御を実現
した。
　・ パイロット燃料の最適先行噴射：メタノール

噴射直前に、着火性に優れたA重油等を微量
先行して噴射（パイロット噴射）し、筒内に
確実な熱源を形成する。

　・ 動的な噴射比率制御：エンジン回転数や負荷

�．։ൃͷഎܠɿધഫにお͚Δ୤୸ૉԽͷٸ຿
　気候変動対策が地球規模の課題となる中、物流
を担う海運業界も大きな転換期を迎えている。国
際海事機関（IMO）は、船舶からの温室効果ガ
ス排出量を 2050 年頃までにネットゼロとする目
標を掲げており、従来の重油に依存した推進シス
テムからの脱却が求められている。内航海運にお
いても、2030 年に約 17％削減、2040 年に約
36％削減、2050 年にカーボンニュートラル達成
という具体的な数値目標が示されている。
　こうした背景のもと、水素、アンモニア、メタ
ノールなど多様な代替燃料の検討が進められてい
る。その中でメタノールは、常温常圧で液体とし
て取り扱えるという利点を有し、既存インフラと
の親和性が高い燃料である。また、硫黄分を含ま
ず SOx を排出しないほか、NOxの低減も可能で
ある。一方で、自己着火性が低く、従来のディー
ゼルエンジンのように圧縮熱だけで安定して燃焼
させることが困難であるという課題がある。本開
発ではこの課題に着目し、内航船の主流である低
速 4サイクル機関においてメタノール燃料の実用
化を目指したものである。

�．ϝλϊʔϧ೩ྉͷಛੑͱٕज़త՝୊
　メタノールは重油に比べてエネルギー密度が低
く、同一出力を得るためには約 2倍の供給量を必
要とする。また、着火性の低さから単独燃焼では
失火や燃焼不安定を招きやすい特性を有する。

燃料噴射制御システム
及び二元燃料機関
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ਤ �ɹ੡඼ࣸਅɹϝλϊʔϧ೩ྉΤϯδϯ

ਤ �ɹϝλϊʔϧ೩ྉΤϯδϯ �%Ϟσϧ
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�．ࣾձతޮՌͱޙࠓͷల๬
　本技術は海運業界に多面的な価値をもたらすも
のである。第一に環境負荷低減であり、メタノー
ル燃料の採用によりCO₂ 排出量を従来比で約 10
～ 15％削減可能である。さらに、バイオメタノー
ルや回収 CO2 を用いた合成メタノールへの転換
により、実質的なカーボンニュートラルの実現が
可能となる。
　第二にエネルギー供給の多様化である。メタ
ノールは多様な原料から製造可能であり、将来的
には国内生産によるエネルギー自給率向上への寄
与が期待される。
　第三に持続可能な社会への貢献であり、海洋環
境保全や輸送インフラの高度化といった社会的要
請に応える技術である。
　当社は今後、本技術を基盤としてさらなる高効
率化を図るとともに、重油運転においても 100％
負荷運転が可能なデュアルフューエル機関の開発
を推進する方針である。日本のものづくりの力を
背景に、本技術が海運の未来を支える基盤となる
ことを目指すものである。

などの運転状態を的確に捉え、メタノールと
パイロット燃料の噴射量を個別に制御する。
これにより失火を抑制しつつ、メタノールの
使用比率（置換率）の最大化を実現した。

　・ 低負荷時の信頼性確保：起動時や港内航行時
などの低負荷域ではパイロット燃料のみで運
転することで、負荷変動の激しい条件下でも
失火による機関停止を防止し、高い信頼性を
確保している。

�．։ൃにお͚Δޡࡨߦࢼͱ࣮ূ
　開発過程では、メタノール特有の課題にも直面
した。潤滑性の低さに起因する燃料噴射ポンプや
ノズルの摩耗・焼損の懸念に対しては、材料選定
およびシール構造の最適化を実施した。
　また、近年普及が進む電子制御方式ではなく、
あえて機械式制御を採用した点も本技術の特長で
ある。これにより、船舶機関部員による保守・整
備の容易性を確保するとともに、システムコスト
の抑制を実現した。この実用性の高さは内航船事
業者からも高い評価を得ている。

代表取締役社長
໦Լ�࿨඙

阪神内燃機工業㈱
代表取締役社長

木下 和彦
〒 650-0024
兵庫県神戸市中央区海岸通8 
番地 神港ビル 4階
TEL： 078-332-2081

技術統括本部 設計開発グループ 開発
担当 グループプロフェッショナル

౦઒�૱

技術統括本部 設計開発グループ 開発担当
上席執行役員 兼 グループマネージャー

⁋Ԭ࢘޾�

技術統括本部 カスタマーサポートグループ 
上席執行役員 兼 グループマネージャー

ాத߂޹�

技術統括本部 設計開発グループ
製品担当 チームプロフェッショナル

୩ా�ޫ߂

ਤ �ɹ೩ྉ෾੍ࣹޚの֓ཁ（ͦの �）

ਤ �ɹ೩ྉ෾੍ࣹޚの֓ཁ（ͦの （ޚցࣜ೩ྉ෾੍ࣹػ）（�
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˙ձࣾ֓ཁ
　当ࣾは、޻場΍物ྲྀηンλーで物඼を搬送する
コンベヤۦ動にܽかせないϞーλ಺ଂローラ（Ҏ
Լ.%Rɿ.PUPS�%SJWFO�RPMMFS ঎඼໊ύϫーϞー
ラ）のトッϓϝーΧーである。
　202� ೥ 2݄ 1೔をもって૑業 �0प೥をܴえ
た。%$247のϒラシレスϞーλとม଎Ϊヤをロー
ラύΠϓ಺に౥ࡌした.%Rをはじめ、それらの
搬送੍ޚをコΞٕज़にΦϦδφルコンηϓトのϚ
ςϋン製඼による搬送ιϦϡーシϣンを生࢈ɾ物
ྲྀ現場΁ఏڙしている。

˙։ൃഎܠ
　ۙ೥、֦大するωット௨ൢのࢢ場では、配送ޮ
཰化と環境配ྀの؍఺からแ૷形ଶが大きくม
化している。従来は段Ϙールശがओྲྀであった
が、現ࡏでは小物ɾബ物ɾା物なͲ、ܰྔかつ形
状のҟなるՙ物が૿ٸしている。実際、Ҏલは段
Ϙールでಧいていた঎඼が、ۙ೥ではೈแ૷でಧ
くέースが૿えている。これらの小物ɾೈแ૷඼
は、௨ৗのローラコンベヤでは搬送がࠔ೉である
ため、ਓによるհ入΍ઐ用トレΠ΁のࡌせସえが
ඞཁとなり、作業ޮ཰΍ࣗ動化ਪਐの面で՝୊と
なっていた。
　こうした՝୊にରし、実際の現場からはʮ小物ɾ
ା物をスムーζに搬送させたいʯというཁ๬がد
せられ、ࢢ場χーζにԠじた製඼։ൃをߦった。

˙੡඼֓ཁ
　ຊൃ໌（ҎԼ FNR（図 1� は、2つのロー（（ࠨ
ラยを૊み合Θせて構成されるローラ部と、ۦ動
用のϓーϦ部をඋえている。ෳ਺の部඼をճస用
部ࡐにૠ௨して構成されており、֤部඼にઃ͚ら
れた܎合用のԜತが隣接部඼同士でטみ合うこと
により、ローラશମが一ମでճసする。この構଄
により、ۦ動ݯଆのճసがローラશମにۉ一に఻
ୡされ、҆ఆした搬送が可能である。
　また、FNRはฐࣾのࠜװ঎඼である.%R（図 1�
ӈ）をۦ動ݯとしており、.%R1ຊで最大 1�ຊ
のローラをベルトで連動させたκーンを構成して
いる。.%Rのճసをベルトで連動させることで、
ճసྗがベルトをհして隣接するローラ΁ॱ次఻
えられ、κーン಺のローラが一ମతにճసする。
さらに、FNRのコントローラにಠࣗの੍ޚ૷置を

静音・衝撃吸収搬送装置
　
　
　
小
物
・
袋
物
を
優
し
く
、ス
ム
ー
ズ
に
搬
送

උえたことで、高いলΤωルΪーޮՌと૷置શମ
としてのॲཧ能ྗの্޲がݟ込まれる。

˙੡඼ͷಛ௕ͱൃ໌಺༰
��ʲൖૹ෺に༏͍͠িܸٵऩൖૹʳ
　FNRは、஄ྗ性を༗するथࢷ製のローラを採用
し、その಺部にۭಎ構଄をઃ͚ている。これによ
り、ローラ部が஄性తにม形し、搬送物の衝突࣌
にൃ生する衝ܸを低減することができる。

��ʲখ෺ɾೈแ૷඼の҆ఆൖૹ͕Մೳʳ
　ۙ೥、搬送物のแ૷形ଶは段Ϙールからೈแ૷
ମ΁とٸ଎にม化しており、従来のローラコン
ベヤ૷置では小物ɾೈแ૷඼をӡͿことがࠔ೉で
あった。
　FNRは、隣接する搬送ローラをઍௗ状に配置し
た構成を採用しており、隣接する搬送ローラの࣠
間ڑ཭（B）をローラ部の௚ܘ（C）よりも୹くઃ
ఆしている。このため、搬送ローラをີに配置す
ることが可能である（図 2）。
　ローラピッチをݶۃまで小さくできることか
ら、搬送物がローラ間の隙間にམͪ込むことなく、
҆ఆした搬送を実現している。

ਤ �ɹ'/3（ࠨ）ͱ�.%3（ӈ）

ਤ �ɹൖૹϩʔϥؒのϐονࣸਅ
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代表取締役会長
ҏ౦�Ұ෉

伊東電機㈱
代表取締役社長 

伊東 徹弥
〒 679-0105
兵庫県加西市朝妻町
1146-2
TEL： 0790-47-1225

��ʲ׬શΤΞʔϨεɾলΤωϧΪʔԽʳ
　FNRは、ಠࣗの.%Rをۦ動ݯとして搬送ロー
ラをճసさせる構成である。このため、従来のよ
うにΤΞーثػを࢖用するඞཁがなく、׬શΤ
Ξーレス化を実現している。ΤΞー配؅΍コンϓ
レッαをඞཁとしないことから、҆શ性の্޲、
লΤωルΪーޮՌがظ଴できる。
　また、搬送にඞཁなݸॴのみをۦ動させる੍ޚ
を採用しているため、従来のۦ動方ࣜと比較して、
最大 �0ˋのফඅిྗ࡟減を実現している。これ
により、ӡ用コストの࡟減に大きくݙߩする。

��ʲ෼ޚ੍ࢄͰ࣮͢ݱるεϜʔζͳൖૹϥΠϯʳ
　FNRに用いられるコントローラは、コンベヤラ
Πンのۦ動ݯを෼ࢄして੍ޚする૷置をඋえてい
る。この構成により、従来のベルトコンベヤでは
実現がࠔ೉であった搬送κーン͝との଎౓੍ޚが
可能となる。֤κーンの搬送଎౓をಠཱして੍ޚ
することで、搬送物同士の間ִを͛޿たり、ॖめ
たりすることができる。搬送物の଺ཹ΍ׯবを཈
੍しつつ、૷置શମとしての搬送ॲཧ能ྗの্޲
がݟ込まれる。

ͷల։ޙࠓ˙
　ฐࣾのコンベヤシスςムは、搬送΍࢓෼͚なͲ
のϚςϋンのػ能ผϞδϡールを૊み合Θせて構
成されている。FNRもそのϞδϡール製඼の一つ
としてऔり入れ、ࢢ場֦大を図る。
　FNR をฐ੍ࣾޚシスςムと૊み合Θせること
で、搬送物の੾り཭し΍࢓෼͚といった高౓な
搬送੍ޚをߦうことが可能となる。また、ޙࠓ
は FNR をฐࣾのओྗ製඼の一つとしてҐ置෇
͚、FNR を用いたԠ用製඼のさらなる։ൃを目
。すࢦ

��ʲίϯϕϠ૷ஔؒのγʔϜϨεԽʳ
　従来、小物搬送には搬送面に隙間のないベルト
コンベヤが採用されてきた。しかし、ベルトコン
ベヤ同士を接続する際、その継ぎ目に隙間が生じ
るため、搬送物が当該隙間に挟まり、円滑に搬送
できない場合があった。
　FNRは、隣接するローラ同士の隙間に入り込む
よう配置した構成である。そのため、図 3のよう
に第 1コンベヤと第 2コンベヤを連結した接続部
においても、シームレス化が可能となる。

Ռޮ༺࢖˙
��ʲ༏Εͨ੩Իੑʳ
　FNRは静音性が高いため作業環境の改善につな
がる。従来のローラコンベヤでは水平コンベヤか
ら傾斜コンベヤに移動する際、傾斜コンベヤの最
初のローラで衝突し、最初のローラを越えても次
のローラでまた衝突する、というように衝突を繰
り返し、騒音も大きくなる。（図 4）
　一方で FNR の傾斜コンベヤはローラピッチを
小さくし、乗り継ぎ部の傾斜をなだらかな曲線形
状とすることで段差を小さくし、騒音値の低減を
可能にした。
　尚、金属製のローラコンベヤと比較して、約
10dB の騒音の低減を実現させた。また傾斜コン
ベヤとストレートコンベヤの乗り継ぎ部のみ FNR
を採用し、静音化することも可能である。（図 5）

グローバル営業本部
グローバル統括部 部長代理

২ా࢘ߒ�

技術本部
　　 機構開発部 課長   

�੢ଜ�ް

ਤ �ɹ'/3によるίϯϕϠ઀ଓ෦のγʔϜϨεԽ
ɹɹɹɹ（ࠨਤɿ࿈݁લɺӈਤɿ࿈݁ޙ）

ਤ �ɹैདྷのࣼ܏ίϯϕϠ

ਤ �ɹࣼ܏෦に '/3Λ࠾༻

ड ৆ ऀ



ൃ໌େ৆�೔ۀ޻ץ৽ฉࣾ৆ൃ໌େ৆�೔ۀ޻ץ৽ฉࣾ৆

24 発明と生׆　　No.648  第51回発明大賞特集号  2026

̍．͸͡Ίに
　株式会社デュプロは、丁合機、製本機、紙折り
機など、印刷物の仕上げ加工を行う製品を開発、
製造、販売してきたメーカーである。この度、「発
明大賞　日刊工業新聞社賞」を受賞した発明は、
当社が新たに開発した平盤打抜装置「DSM-1000」
に採用した技術に関するものであり、「DSM-
1000」は、紙パッケージなどの打抜加工において、
４隅の圧力を個別に調整できる構成を採用したも
のである。

　近年、紙のドキュメント需要が減少する一方で、
紙器、パッケージ、加飾用途など、高付加価値加
工への要求は高まっている。このような市場では、
多品種小ロットへの対応、短い段取り替え時間、
高い加工品質が同時に求められる。しかし、従来
の平盤打抜装置では、これらを十分に両立するこ
とが困難であった。

̎．։ൃͷܦҢ
　平盤打抜装置では、抜型を固定定盤に取り付け
て、互いに平行な固定定盤と移動定盤とでシート
材を挟み込めば、抜型に対応した形状にシート材
を打抜けるはずであるが、実際には、装置の剛性
や抜型精度等の影響により、抜型の刃を配置した箇
所において「打ち抜ける部分」と「打ち抜けない
部分」とが混在する抜きムラが生じることがある。
　従来の平盤打抜装置では抜きムラを解消するた
めに、ムラ取りテープを貼付したり、加圧調整
用ハンドルを回したりする手動調整が必要であっ
た。この作業は熟練者の経験や勘に大きく依存し、
調整に長時間を要する場合もあった。
　また、平盤打抜装置の搬送機構としては、紙等
のシート材の先端をグリッパーの爪で挟んで搬送
するグリッパー搬送方式が一般的であるが、この
方式は装置が大型化しやすい。一方、他の搬送方

４隅の圧力を個別に調整できる
パッケージ用型抜き装置
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・
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素
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式としてシート材の幅方向の端を搬送部材である
ベルトで挟持して搬送するサイドグリップ搬送方
式は小型化に有利であるものの、打ち抜き時の
シート位置ずれや搬送安定性に課題があった。

　そこで当社は、打ち抜き部の加圧制御のみなら
ず、搬送保持機構およびシート姿勢制御を含めて
装置全体を見直し、小型でありながら高精度かつ
実用性の高い平盤打抜装置の開発に着手した。

̏．ൃ໌ٕज़に͍ͭͯ
（̍）４۱のѹྗΛݸผにௐ੔Ͱ͖るՃѹ੍ߏػޚ
　「DSM-1000」に採用した技術の基本となるの
は、特許第 7531206 号に係る加圧制御機構であ
る。本発明では、移動定盤を対向定盤に向けて加
圧する複数の加圧機構を備え、それぞれを独立の
駆動源で駆動する構成としている。「DSM-1000」
では、これを４隅の加圧に適用し、各加圧部の加
圧量を個別に調整できるようにした。

　従来の平盤打抜装置では、加工条件に応じて抜
きムラを低減するため、ムラ取りテープの貼付
や加圧ハンドル操作といった手作業が必要であっ
た。これに対し、本発明では４つの加圧部の高さ
を電子制御で個別調整できるため、調整結果の再
現性が高く、熟練者の技能に依存しにくい構成と
なっている。この構成により、従来１～２時間を
要することもあった調整作業を数分程度に短縮で

ࣸਅ̍ɹ%4.�����

ਤ̍ɹൖૹํࣜのઆ明ਤ

ɹਤ̎ɹ４つのۦಈݯ（αʔϘϞʔλʦ̍ʧʙʦ４ʧ）
ͰՃѹ͢るߏ੒のઆ明ਤ
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き、段取り替えの時間の大幅な削減を図ることが
できる。多品種小ロットの紙パッケージ加工では、
ジョブごとに条件が異なるため、短時間で確実に
ムラ取りの調整ができることの意義は大きい。

（̎）�ଧͪൈ͖ಈ࡞に࿈ಈͯ͠อ࣋खஈΛҠಈ͞せ
るٕज़

　特許第 7576825 号では、打ち抜き時のシート
材の安定保持を図るため、打ち抜き動作に連動し
て保持手段（搬送ベルト）を移動させる構成を採
用している。図３は、特許第 7576825 号の発明
の説明図であって、シート材を保持する搬送ベル
トが移動定盤の上昇動作に連動して上昇する構成
を示すものである。図３に示すように、打ち抜き
動作によって移動定盤が上昇すると、シート材が
押し上げられ、固定定盤との間で挟まれて拘束さ
れる。このとき、図３上図のようにシート材を保
持するベルトが固定であると、シート材の定盤間
で挟まれた部分と、搬送ベルトで保持されている
部分との間に無理な力が作用し、定盤に固定され
た抜型に対するシート材の位置ずれや損傷が生じ
るおそれがある。

　特許第 7576825 号の発明では、図３下図に示
すように移動定盤の上昇動作に連動して、シート
材を保持するベルトが固定定盤側へ上昇する構成
となっている。移動定盤に固定された部材がベル
トの保持部材に当接し、さらに上昇することで、
打ち抜き動作の移動定盤の上昇に連動してサイド
グリップのベルトを上昇させる構成である。これ
により、打ち抜き時にシート材へ作用する過大な
引張力を抑え、位置ずれや損傷を回避できる。
　すなわち、本発明は、装置小型化に有利なサイ
ドグリップ搬送を採用しながら、打ち抜き時の保
持安定性を高めるものであり、（１）の加圧制御に
よる効果を、実際の打ち抜き時に十分に発揮させ
る役割を担うものである。

Λར༻ͨ͠γʔτ࢟੎҆ఆԽٕज़ྲྀؾ（３）
　特許第7627478号では、サイドグリップ搬送
時のシート材の姿勢を安定させるため、被加工物が

通過する領域に気流を発生させる構成を採用してい
る。サイドグリップ搬送では、シート材の幅方向
の一端部のみを保持して搬送するため、条件によっ
てはシートが垂れたり、ばたついたりしやすい。
　そこで特許第 7627478 号の発明では、シート
材の下方（シート材と移動定盤との間）に気流を
発生させることで、搬送中のシート材の姿勢を整
え、安定した状態で打ち抜き領域へ送り込めるよ
うにした。これにより、シートの不安定姿勢に起
因する位置ずれを抑制できる。加圧制御と保持手
段の追従移動に加えて、搬送中の姿勢まで制御す
ることにより、装置全体として高い打ち抜き安定
性を実現している。

（４）３つの発明の組合せによる効果
　DSM-1000 は、特許第 7531206 号による４
隅個別加圧、特許第 7576825 号による打ち抜き
動作連動型の保持安定化、特許第7627478号に
よる気流を用いた姿勢安定化という三つの技術を
組み合わせることで、高精度、小型、高実用性を兼
ね備えた平盤打抜装置として完成したものである。
　すなわち、加圧制御によって打ち抜き圧を最適
化し、保持手段の追従移動によって打ち抜き時の
無理な力を抑え、さらに気流によって搬送中の姿
勢を安定化させることで、装置の小型化と高品質
な打ち抜きとを両立している。単に一つの要素技
術のみで課題を解決したのではなく、加圧、保持、
搬送の各要素を総合的に設計した点に、本発明の
意義がある。

４．おわりに
　当社が平盤打抜装置の開発に挑戦した背景に
は、従来の事業領域で培ってきたシート材の加工
技術を基盤として、新たな高付加価値分野に踏み
出す狙いがあった。当社にとって初めての平盤打
抜機開発ではあったが、現場の課題を丁寧に捉え、
加圧、搬送、保持の各要素を一体として設計する
ことで、DSM-1000という形に結実するに至った。
　今後も当社は、紙加工・パッケージ加工分野に
おいて、品質向上、生産性向上、省人化に貢献す
る技術の開発を進めていく考えである。

㈱デュプロ
代表取締役社長 
田中 日出男

〒252-5280 
神奈川県相模原市中央区小
山 4-1-6
TEL： 042-775-3600

　　 代表取締役社長
ాத�೔ग़உ

第1開発部
 機械設計グループ
ౡ�༐ࡾ

第2開発部
ソフトウェア設計グループ

�େ඿�༸

元 第1開発部
 機械設計グループ  
�ຊؒ�෋༤
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チューブ変形による流体遮断技術

　「ハッピーエンド君」は、樽生ビールの樽切れ時に発生する
泡や炭酸ガスの吹き出しを検知し、ビール流路を自動遮断す
ることで、最後の一杯まで無駄なく提供できる樽切れビール
ストッパーである。
　従来は樽が空になる瞬間に樽内圧が一気に噴き出し、ビー
ルのロスや作業者の負担が課題であった。
　本発明は、ビールホースをループ状に配置し、そのチュー
ブを変形させて二箇所に折り目を形成することで流路を遮断
する。下記のような特長がある。
1）単純に押しつぶすピンチバルブ方式ではなく、支点・力点・
作用点を活用して小さな力で確実に遮断できる機構とし、送
りネジ機構により遮断速度と押付力を確保した。

2）閉状態と開状態の保持に
はモータのショートブレーキ
を用い、保持時の電力を不要
とした。
3）チューブをわずかに引っ
張る設計とすることでキンク
痕や折り癖を抑え、長時間遮
断時の漏れ対策も施し、繰返
し使用時の信頼性を高めた。
4）電磁弁などでは難しい、配管内にスポンジ玉を通す洗浄が
可能である。ビール流路を清潔に保ち、安定して使用するた
めに必要な週 1回のスポンジ通し洗浄に対応できることも特
長である。
　本製品は、樽切れ時の吹き出し防止によるロス低減、最後
の一杯までの安定提供、作業の簡便化に寄与し、飲食店の利
益改善と従業員の安心感向上に貢献している。ビールメーカ
向け専用機材として展開され、2010年から累計 15万台を出
荷する実績につながっている。

■旭光電機㈱
代表取締役社長　和田 貴志

〒652-0032   兵庫県神戸市兵庫区荒田町1-2-4
電話： 078-515-8603

಺෦ःஅ࣌

代表取締役社長
࿨ాࢤو�

技術部開発課
課長
ೇ�݈ࢤ
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■㈱ ISOWA
代表取締役社長　磯輪 英之

〒 486-0908　愛知県春日井市西屋町 66 
電話：0568-34-1823

受 賞者：᷂ *408"ɹ୅දऔక໾ࣾ௕ɹүྠ�ӳ೭
ɹɹɹ多様な形状の段ボール箱を効率よく生産できる製函機

　従来の段ボールシート製函機では、大型の主駆動モータに
給紙ローラとスロッタを連結して同期駆動していた。段ボー
ル箱の生産はオーダ変更が多いが、従来は、変更時に主駆動
モータの回転を停止して、給紙ローラとスロッタの両方を停
止させてから、変更作業を行っていた。そして、作業完了後に、
再び主駆動モータを回転させていた。このとき、主駆動モー
タの慣性モーメントが大きいために、急減速・急加速が難し
く、減速・加速に長い時間がかかっていた。変更の準備時間は、
全生産時間の約７割に及ぶ。発明品では、給紙ローラとスロッ
タを別駆動にし、オーダ変更時は、給紙ローラのみ回転を停
止し、スロッタは高速回転したまま作業を行うようにした。
このとき、給紙ローラは軽量で慣性モーメントが小さいため、

੡඼ࣸਅ�

急減速・急加速ができ、瞬時に給紙を停止・開始できる。一方、
重量が重く慣性モーメントの大きいスロッタは高速回転させ
たまま作業するため、減速させる時間も再び加速させる時間
も発生しない。この減速・加速時間の削減により、労働時間
を１か月換算で 46 時間程度減らすことが可能となった。ま
た、大型のモータや重いロールを急減速・急加速する回数が
激減するため、機械の負荷が減り、長寿命化にも繋がった。
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　　受 賞者：᷂ۙਖ਼ɹ୅දऔక໾ɹ࿨ా�঵Ұ
ɹɹɹ ɹ樹液ヤニが付いても軽い開閉が長続きする園芸はさみ

　昔から園芸はさみの悩みの一つであったヤニの付着につい
て、近正は新たな特許を取得し実用化している。
　農家や花屋さん、家庭菜園する人が、果実や野菜、花など
の手入れや収穫する際に使用するはさみには、開閉を重くす
る樹液ヤニが付着する。近正で保有していた旧特許に係る
はさみには、上刃と下刃を枢支するリベット部分に付着した
樹液ヤニを除去しやすいように工夫したものがある。これは、
リベットを挿入する孔が円形だが、リベットは断面が小判型
となるように特別に加工する必要がありコスト高となってい
た。また、刃の開き角度によっては軸が小判型のため、ぶれ

が生じる欠点があった。
　これに対して新特許のはさみは、リベッ
トを挿入する孔を多角形としたことによっ
て、リベットは通常の円柱状のものを使用
することができる点が安価となり、新規構
成となっている。また多角形の孔のため円
柱状リベットとの接触面が多くなることで
強度が増し、また角に隙間ができ、この孔に連通する樹液ヤ
ニの排液路を備えた刃とを備える。
　何万回と開閉させての使用時、付着した樹液ヤニを開閉の
都度セルフクリーニング効果と、エアーブローや水圧で刃の
中に溜まったヤニとゴミを簡単に取り除く事ができ、軽い開
閉が長時間持続できる。
　特にぶどうの手入れや収穫に使うはさみはヤニが付きやす
く、特許取得後 7年間で世界 30か国以上使用され、約 130
万丁出荷し、世界中のユーザーに喜んでもらっている。

■㈱近正
代表取締役  和田 祥一 

〒592-8352　大阪府堺市西区築港浜寺西町2
電話： 072-268-0118

受 賞者：᷂άϩʔϒɾςοΫɹٕज़෦�ΞγελϯτϚωʔδϟʔɹ܀ຊܚ�հ

低損傷型大電流コネクタ

　低損傷型大電流コネクタとは、接続先への損傷を大幅に軽
減しつつ大電流通電に対応したコネクタである。
　コネクタ内部に組み込んで使用する、導電性の高い板バネ
を多点接触させた電気接点は、スイスで約60年前に発明され、
通電安定性や挿抜の容易さから世界に普及、西欧を中心に多
様な製品が開発されてきた。弊社も含め日本においては、こ
れら海外品や同形状の後発品を製造しコネクタに使用してき
た歴史がある。
　近年、EVの普及や製造・検査の自動化により、バッテリー
端子など傷付きやすい接続先の損傷を防ぎ、軽い動作力で楽
に挿抜できるコネクタへの需要が高まっている。このような

従来品で解決できない課題に応えるべく、
世界でも独自性の高い本品の発明・開発に
至った。
　従来の常識では、接圧を下げると接触抵
抗が悪化するため、低挿抜力と大電流通電
は相反関係にあった。本発明の独自構造に
より、弱い入力でもテコの原理で倍加させ
コネクタ内部接圧を高めた。通電経路となる純銅の導体部と
接圧を付与するステンレスの板バネ部を別体とし、ピッチ 2
㎜おきに独立配置することで多点接触とし、低挿抜力と大電
流通電の両立を可能とした。
　従来品比で挿抜力を約 95％低減し端子の損傷を防ぎ、作業
性を向上、耐久寿命も数十倍へ伸ばした。二種類のサイズで
量産化に成功し、2024 年 5月から販売開始し、好評を得て
いる。新世代コネクタとして、様々な課題解決に貢献してい
きたい。

■ ㈱グローブ・テック
代表取締役社長　北久保 聡

〒 191-0003　東京都日野市日野台 1-13-21  
電話： 042-584-1020

৽઀఺ʮ($#�ʯ಺ଂίωΫλ
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 代表取締役社長
ګத�རࢁ

 営業部 課長
കଜ�ӳߦ

事業部 部長
ਢݪ�ব
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受 賞者：ٶ઒᷂ػ޻ɹ୅දऔక໾ࣾ௕ɹٶ઒�Յོ�

プレカット建材（横架材）用自動積込装置

　プレカット工場における横架材（梁や桁）の積み込み作業
は、部材サイズが多種多様でパズルのように複雑である。従来、
荷崩れしにくい安定した荷姿を構築するには、熟練作業員の
経験に基づく「目利き」によって人手で積み込まれ、完全自
動化は困難とされてきた。特に、工場の加工順と物流上の理
想的な積込順が一致しない場合にラインが停滞するリスクが
あり、深刻な人手不足への対応が急務となっていた。

　本発明は、素材の供給順に縛られず、安
定かつ輸送効率の高い荷姿を自動構築する
画期的な技術である。核となるのは、加工
前に策定した「当初の荷姿」をベースとし
つつ、排出順が予定と異なる場合でも瞬時
に入れ替えの可否を判定し、荷姿を再構成
する「動的入れ替え制御」である。これに
より、仮置き場が溢れてラインが停止するリスクを排除し、
最小限の装置構成で連続稼働を可能にした。
　また、本技術は単なる作業の置き換えに留まらず、積載率
の向上による輸送コストの削減や、現場での荷下ろし作業の
効率化にも直結する。慢性的な労働力不足に直面する住宅産
業において、自動化による生産性の底上げは不可欠な課題で
ある。誰もが安定して高品質な出荷作業を行える環境を整備
することで、今後も木材加工業界全体の省力化に大きく貢献
していきたい。

■宮川工機㈱　
　　　　代表取締役社長　宮川 嘉隆

〒 441-8019　愛知県豊橋市花田町字中ノ坪 53
電話： 0532-31-1251

ɹɹ

ԣՍࣗࡐಈੵࠐ૷ஔɹ.-4�%)�

受 賞者：த೔ຊΧϓηϧ᷂ɹۀࣄ෦�෦௕ɹਢݪ�বɺ୅දऔక໾ࣾ௕ɹࢁத�རګɺӦۀ෦�՝௕ɹകଜ�ӳߦ

腸溶性組成を用いたサプリメント用ソフトカプセル

　本発明の健康食品向け腸溶性ソフトカプセルは、ゼラチン
100 重量部に対して、エステル化度が 20 ～ 40%の低メト
キシルペクチンを 10 重量部～ 30 重量部、可塑剤、水で皮
膜液を調整することで、様々な大きさ、形状を有する腸溶性
ソフトカプセルを、特別な製造設備を有することなくロータ
リーダイ式製造機にて製造が可能である。
　見た目の光沢が維持され、形状、大きさに自由度のある腸
溶性ソフトカプセルをコスト、納期に優れながら製造をする
ことができるものである。
　配合するペクチンは柑橘類の果実の皮から抽出される物質
であり、主にジャムの製造に用いられており十分な食経験もあ
るため、安心・安全な原料である。

　開発後10年
は 年 間 3000
万粒程度の製
造となってい
たが、機能性
表示食品制度
が 始 ま っ た
2016 年 ご ろ
から本技術を
用いたソフトカプセルの試作が活発となり、コロナ禍でのセ
ルフメディケーション意識の高まりとともに免疫関連商品で
採用されるケースも増え、現在では、年間 1億粒を超える主
力製造品目となっている。年間 1億粒は、弊社で製造するソ
フトカプセルのおよそ10%を占める。
　これまでの腸溶性ソフトカプセルののべ製造粒数も10億粒
を超え、自社開発技術の中で最大のヒット技術となっている。
　腸溶性カプセル技術の開発は、ソフトカプセルに留まるこ
となく、ハードカプセル分野でも活発な研究が進み、弊社で
も耐酸性ハードカプセル技術を市場に出している。

■中日本カプセル㈱　
　　　　代表取締役社長　山中 利恭

〒 503-0034　岐阜県大垣市荒尾町 229-2 
電話： 0584-93-1013

ɹɹ
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■㈱流機エンジニアリング
代表取締役社長　西村 聡

〒 108-0073　東京都港区三田 3-4-2  
電話：03-3452-7400

受 賞者：᷂ྲྀػΤϯδχΞϦϯάɹ୅දऔక໾ࣾ௕ɹ੢ଜ�૱
ɹɹɹウォータージェット工法の廃水再生装置

　ウォータージェット濁水再生装置は、橋梁やトンネルなど
のインフラ補修工事で用いられる超高圧ウォータージェット
（WJ）施工において発生する濁水を、現場で再生し施工水と
して再利用できる装置である。
　WJ工法は、切断・はつり除去・削孔・表面処理などを高
効率かつ低環境負荷で行われる工法として施工実績が年々増
加。老朽化インフラの維持・補修分野で需要が拡大している。
一方で、1日 20～ 100m³ もの大量の施工水を必要とし、従
来は給水車による搬入とバキューム車による廃水回収が不可
欠で、コスト増やCO₂ 排出が大きな課題であった。
　本発明は、沈降、CO₂ 中和・析出、高精度膜ろ過の 3工程

により、pH10 ～ 13 の強アルカリ濁水を
オンサイトで水道水質レベルまで再生する
ことができる。独自のプリーツフィルター
技術を活用した膜ろ過装置「ECOクリー
ン」により、0.15 μm× 99.95％の高精
度ろ過を実現し、超高圧ポンプの摩耗や電
蝕も防止。装置は 4t トラックに積載可能
な可搬式・コンパクト設計で、狭隘な現場
でも柔軟に運用できる。現地実証では 240MPa 級施工への適
合も確認された。

　これにより、水道使用量・廃水量を大幅に削減し、水に関
するコストを約30～ 60％低減できる。さらに、CO₂固定化・
回収と輸送車両削減によるGX推進にも貢献し、持続可能な
施工モデルを実現する。現在はWJ施工大手の第一カッター
興業株式会社との共同開発を経て、NEXCO関連を含む現場
で試験運用を進めており、標準導入を進めている。

΢ΥʔλʔδΣοτ୙ਫ࠶ੜ૷ஔh 3FVਫʱ
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受 賞者：ҭྑਫ਼᷂ػɹৗ຿औక໾�লྗۀࣄثػ෦ۀࣄ�෦௕�݉�ٕज़෦௕ɹதཬ࢘޾�

異形断面材対応自動棒材供給機

　自動棒材供給機は自動旋盤などの加工機に素材である棒材
を自動で供給する装置であり、棒材を削り出す加工において
連続自動運転を目的とした装置である。
　主な加工品の分野は自動車、船舶、半導体関連、医療、油
空圧等、様々な装置や機器の部品となっている。
　従来、加工する棒材は断面が円形の物が一般的であったが、
切粉となり捨ててしまう部分の削減や加工時間短縮を狙い、
より部品に近い断面形状の材料を特注で製作し、加工を行う
ケースが増加している。
　本発明の「異形断面材対応棒材供給機」はそのような断面
が異形の物を安定して供給するものである。

　課題として、一般的に加工に用いられる
丸材は向きに関係がなく重心が決まってお
りバランスが良いため加工機に供給しやす
いが、異形材は向きが変わると重心が変化
し、形状が不安定なため加工機のチャック
に到達するまでに引っ掛かり・詰まりの原
因となりうるため、自動供給が難しく一本
ずつ人の手で加工機にセッティングしていた。人力に頼るた
め、取り回しの関係や、重量を軽くするために材料を短く切
断する等の対応が必要な場合もある。これによって生産効率
の低下や作業負担増となっていた。
　本装置の発明の特長である調整式レール機構、材料案内機
構により、確実に加工機のチャックまで同じ姿勢で安定して
自動供給可能となった。
　これにより、人手不足対策、労力の低減、昼夜問わず自動
運転が可能となるため飛躍的な生産性の向上に寄与する。

■育良精機㈱
代表取締役社長　曽根 栄二

〒 300-4297　茨城県つくば市寺具 1395-1 
電話：029-869-1212

੡඼ࣸਅ @44��73 ᶘ

受 賞者：ඛߴਫ਼᷂ػɹ։ൃ՝�՝௕ɹத޺�ݪɺ੡଄ຊ෦�ຊ෦௕ɹ஑಺׮�

工作機械の内部清掃を効率化する洗浄専用工具

　洗浄清掃用工具「タイタン」は、切削加工で発生する切屑、
粉じん、油汚れなどを効率よく清掃し、工作機内の状態改善
と清掃作業の省力化を目的として考案した工具である。清掃
作業は作業者が手作業で行うことが一般的であるが、時間と
労力を要するだけでなく、清掃ムラや安全面の課題もあった。
　本工具は、使いやすさと安全性を重視しており、特別な装
置を用いず、顧客が所有する工作機械で通常の工具と同様に
使用することが可能である。また、清掃場所も顧客や加工物

■菱高精機㈱
代表取締役社長　町田 淳一郎

〒 789-1401　高知県高岡郡中土佐町大野見吉野 1015  
電話： 0889-59-1200

੡඼ࣸਅ @ࣗಈਗ਼૟༻޻۩

によって変化するが、洗浄液
の吐出方向や吐出量を簡単
に調整できる機能を備えて
おり、日常清掃をより短時間
かつ確実に行えるよう工夫
している。
　これにより、生産性の向上
や災害リスクの低減、工程省略にも活用されており、今後も
現場改善の一助として、さらなる実用性向上を図っていきた
い。

ɹɹɹ

開発部 課長
த޺�ݪ

製造本部 本部長
஑಺׮�
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受 賞者：ίωΫςουϩϘςΟΫε᷂ɹٕज़։ൃ�3PCPUJDT�&OHJOFFS�+BTPO�4XFF�4IBP�8FOɺٕज़։ൃ�-FBEFS
3PCPUJDT�&OHJOFFS�தౡ�࿨࠸

容器の中心以外の目標位置に基づく作業順序決定

　当社は「食産業をロボティクスで革新する」というミッショ
ンのもと、食産業の自動化の実現に向けて製品開発と社会実
装を推進している。特に、惣菜盛付けロボットの進化形であ
る「Delibot X」の開発に注力している。
　今回受賞対象となったのは、「Delibot X」の中核を担う移
動制御技術に関する特許（特許第 7710270 号）である。本
技術は、コンベア上を不規則に流れる容器に対し、ロボット
が最小のロスで作業を行うために考案されたものである。
　本発明のポイントは、容器の重心ではなく、実際に盛付け
を行う「特定の作業位置」を基準として経路を最適化する点
にある。これにより、容器の姿勢がばらつく生産現場におい

ても、以下の高度な制御を
リアルタイムで実現する。
（1） 一筆書きによる最短移

動経路の算出
（2） 切り返し時間を抑制す

る鋭角移動の回避
（3） 移動体の群管理による

作業範囲外への流出防
止

　本技術により、容器の向きを揃えるための付帯設備が不要
となり、設置面積の削減とタクトタイムの大幅な短縮を実現
した。これは、人手不足が深刻化する食産業の生産現場にお
いて、根本的な変革をもたらすソリューションであると考え
ている。
　今後は本技術を基盤に、食産業にとどまらず、さまざまな
生産現場への展開を進め、さらなる自動化と社会実装を推進
していきたい。

■ コネクテッドロボティクス㈱
代表取締役　沢登 哲也

〒 184-0002　東京都小金井市梶野町 5-4-1  
電話： 042-404-2810

੡඼ࣸਅ

技術開発
Robotics Engineer
+BTPO�4XFF��
ɹ4IBP�8FO

技術開発
Leader、

Robotics Engineer
தౡ�࿨࠸

■光広 和三（個人）

〒 731-5117　広島県広島市佐伯区八幡が丘 1-4-3 
電話：082-535-3490

受 賞者：ޫ޿�࿨ࡾʢݸਓʣ

本体内で刃先が折れる据置又は吸着式安全カッター

　食品、食材、サプリメントが入った袋や封筒、ビニールシー
トなど薄くて柔らかい物を切断できるカッターで、テーブル
の上に置く又は、冷蔵庫などに吸着（磁石）させ、カッター
のスリット内の傾斜した刃に袋を通して切断する。スリット
の幅は 1.8㎜と狭く指先は刃に全く触れず、従来のカッター
のように刃先ではなく、スリット幅全体で切断するので刃こ
ぼれも無く、刃の摩耗も少ない。切れ味が落ちれば（米袋で
209枚以上）本体内で刃を折って交換し、刃を一切外に出さ
ないので極めて安全。従って使用する刃は最も薄く鋭い刃を

使用しており、通常、ギザギザやスリット
が入った袋は手で破るのに 0.4㎏～ 0.7㎏
の力が必要だが、わずか 0.2㎏で切断でき、
据置式では手の重さ（1.2㎏）を預けるだ
けで切断でき、はさみに比べ 25％以上時
間短縮できる。刃を全て使い切っても新た
な刃を入れかえれば半永久的に使える。
　据置式は家庭、介護施設、病院、ホテル、スナックなどのテー
ブルの上に置き手軽に使用でき、吸着式は冷蔵庫などに取り
付け、大きな袋も両手で持てるので中の具材をこぼさずに切
断できる。重い袋はカッターを持って切断でき、家庭のキッ
チン、病院、高齢者施設、ホテルなどの厨房で冷凍食品の袋
も切断できる。農作業では肥料の袋、ビニール紐、育苗シー
ト、工場では部品の袋の切断にも使用できる。（環境に優しい
スチール製で脱プラ）

ਾஔࣜ

ɹɹ

ணࣜٵ
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　発明大賞受賞者の生の੠を聞くこと
ができるو重なػ会に、会場には多く
のࢀ加者がूまった。
　近౻װ໵ࣄ຿ہ௕の࢘会ਐ行で開
会。受賞者の発දに先立ち、加౻஧
࿠会௕よりѫࡰが行われた。はじめ
に発ද会開࠵にあたっての֤ؔ܎Ґ
΁のँࣙ、発ද会のझࢫがड़΂られ、
「本日の発ද会が、৽たな価値を生み
出すきっか͚となり、発明΁のさらな
る挑ઓや৽たなࣄ業展開΁のՍ͚ڮと
して、その成Ռを生かすことができれ
ば޾ਙにଘじます」と৽たなΞイσΟ
Ξ、ώンτがಘられる場としてのظ଴
がدせられた。
　発දは、�名の受賞者がલ൒� ʢ݅発
明大賞・本賞、౦ژ౎஌ࣄ賞、日本発
明ৼڠڵ会会௕賞、日ץ工業৽聞社
賞ʣ、後൒� ʢ݅発明功࿑賞�݅、考Ҋ
功࿑賞�݅ʣに分͚て、֤およそ��分
ؒの発දが行われた。宇宙開発、ڥ؀
課題の解決、現場の困りごとまで幅広
い発明考Ҋの話題に੝り上がり、࣭ٙ
Ԡ౴も೤をଳͼた。
　発ද会ऴྃ後には、日本発明ৼڠڵ
会会ٞࣨに場をҠし、࠙਌会が行わ
れ、発ද者、ؔ܎者、ௌߨ者が਌ກを
ਂめた。৿本ߒ一ઐ຿ཧࣄより֤ؔ܎
Ґ΁のँࣙと発ද者΁のね͗らいがड़
΂られ、סഋ。ྉཧをғみながら、࿨

やかに会話も஄み、発ද会の༨ӆをָ
しんだ。

ᶃൃ໌େ৆ຊ৆
ʮస౗ͯ͠΋૸ߦՄೳͳ௒খܕɾڧߴ
౓ແਓ୳ࠪंʯ
㈱ダイモン
　代表取締役社長　中島 紳一郎
　今回受賞した発明考Ҋは転倒しても
走行可能な月面探査車です。ࣣ転ͼ
ീىから「:"0,*」と名෇͚ました。
����೥�月�日、月面クレーターの探
査に成功しました。:"0,*は�つの
特ڐがཁॴです。�つ目は「ܗの特ڐ」
で、ダンϕϧܗঢ়で上下ର称にするこ
とで転倒しても走行を可能にしまし
た。�つ目は「ಈきの特ڐ」で、ߥい
月の஍දでも走行ෆ能にならないよう
重心όランεをઃܭしました。�つ目
は「強度の特ڐ」で、車ྠがϘσΟを
෴うߏ଄にしてিܸは車ྠが受͚るよ
うにしました。月΁の༌ૹඅは�LHで
���ԯԁと高ֹのため、車ମは���LH、
έーεࠐみでも���LHというܰྔԽを
ୡ成しています。今後は、ݯࢿ探査、
無ઢॆి、通৴࿈ܞ、Ϛοϐングとஈ
֊を౿み、�೥後には、:"0,*のΧϝ
ラで஍ٿ上で୭でもが月面ཱྀ行をָし
めるようになることを目ࢦしています。

ᶄൃ໌େ৆౦ژ౎஌ࣄ৆
ʮ೩ྉ෾੍ࣹޚγεςϜٴͼೋݩ೩ྉ
ʯؔػ
阪神内燃機工業㈱
　設 計 開 発 グループ グループプロ
フェッショナル　東川 聡
　今回受賞した発明は、ધഫ用ϝタ
ϊーϧ೩ྉΤンδンにお͚る೩ྉ෾ࣹ
技術です。ϝタϊーϧは、重༉とޚ੍
ൺ΂て$0�ഉ出ྔが少なく、ഗもほと
んど出ず、ৗԹৗѹでѻえるというར
点があります。一方、着Րしにくい、
෗৯性が強い、発೤ྔが重༉の໿൒分
という課題がありました。そこで、ओ
೩ྉであるϝタϊーϧを෾ࣹするલに
重༉をύイロοτ೩ྉとして෾ࣹし、

҆ఆした೩মを実現するೋݩ೩ྉؔػ
を開発しました。また、ిޚ੍ࢠでは
なく、ߤ行中にԿかあってもす͙にम
ཧができるよう、あえて目に見えるػ
ցࣜの੍ߏػޚとしました。この技術
のഎܠには、ฐ社が໿��೥લに行っ
たϝタϊーϧΤンδンのڀݚがありま
す。աڈのڀݚを現ࡏのΤンδンとし
てોらせました。ϝタϊーϧ೩ྉΤン
δンは、ΧーϘンニϡーτラϧの実現
に貢献できる技術だと考えています。

ᶅൃ໌େ৆೔ຊൃ໌ৼڠڵձձ௕৆
ʮ੩Իɾিܸٵऩൖૹ૷ஔʯ
伊東電機㈱
　技術本部 機構開発部　西村 厚
　今回受賞した૷ஔ「ϑレキγϒϧϊイ
ζレεローラーʢ'/3ʣ」は、小෺・ା෺
をεムーζにൖૹできるローラーです。
　近೥のωοτ通ൢの֦大で小෺・ା
෺のར用が૿ٸしています。本૷ஔは、
஄力性を࣋ったथࢷ製ローラーとロー
ラー内෦のۭಎߏ଄によってൖૹ෺に
優しいিܸٵऩൖૹを可能にし、ロー
ラーをີに഑ஔすることでՙ෺がロー
ラーのܺؒにೖりࠐむことなく҆ఆし
たൖૹを可能にしました。そして、܏
ࣼίンϕΞのۂ面ߏ଄やઍௗ഑ஔに
よって૽Իの௿ݮを実現しました。ま
た、੩ిؾରࡦとして、ローラーをؚ
むߏ成෦品にಋి材ྉを࠾用し、ൖૹ
࣌のຎࡲによる੩ిؾの発生を཈え、
。しますࢭ෦品などのダϝーδを๷ࢠి
さらに、ίンϕΞ૷ஔؒのܺؒをなく
したγームレεԽを実現しました。今
後は、本૷ஔを当社の஫力製品として
Ґஔ෇͚、ࢢ場展開の֦大をਤります。

ᶆൃ໌େ৆೔ۀ޻ץ৽ฉࣾ৆
ʮ�۱ͷѹྗΛݸผにௐ੔Ͱ͖Δύο
έʔδ༻ܕൈ͖૷ஔʯ
㈱デュプロ
　第2開発部 ソフトウェア設計グループ
大浜 洋
　今回受賞したのは、ࢴύοέーδな
どをଧち抜くฏ൫ଧ抜૷ஔ「%4.�����」

令和8年度「第67回科学技術週間」参加行事
第54回「優秀発明発表会」

Ӊ஦։ൃ͔Β஍্ͷ਎ۙͳࠔΓ͝ ͱ·Ͱɺ
ʹՄೳੑ͍޿Ҋͷ෯ߟ໌ൃ

໌೔΁ͷر๬Λݟग़͢
　令和8年4月14日（火）、第54回「優秀発明発表会」がJAM金属労働会館（東京都渋谷区）で開催された。
第51回「発明大賞」の受賞者8名により発表された、月面探査から現場の課題解決まで多岐にわたる話題
で、参加者は斬新な発想に触発された。
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にؔする発明です。ダイΧοターʢଧ
抜૷ஔʣは、ࢴや൘ࢴなどにઐ用のਕ
でѹ力をか͚て、ઃఆしたܗにଧち抜
くための加工૷ஔです。ै来はԿ度も
りฦしଧち抜いて֬ೝしながら少し܁
ずつѹ力をௐ੔するඞཁがあり、ख़࿅
者でもඇৗに࣌ؒがかかるという課題
がありました。そこで、感覚にཔって
いたѹ力を਺値Խし、ਕをԡし෇͚る
ѹ力をిࢠ的にௐ੔できる࢓組みを考
Ҋしました。さらに、ଧち抜きたい場
ॴを୭でも੍ޚできるようにδϣϒϏ
ϧダー、ϓレϏϡーػ能を੝りࠐみま
した。૷ஔは大型Խせずίンύクτさ
と高ਫ਼度を目ࢦして開発を行いました。
୭もが҆ఆして高品࣭な加工を行える
૷ஔとして、技術ܧঝや人手ෆ଍とい
う課題を๊えるお٬様により一૚貢献
していきたいと考えています。

ᶇൃ໌ޭ࿑৆
ʮνϡʔϒมܗにΑΔྲྀମःஅٕज़ʯ
旭光電機㈱
　代表取締役社長　和田 貴志
　今回受賞したのは、ҿ৯ళにある
Ϗーϧαーόーの課題を解決した特ڐ
技術です。ҿ৯ళの方から、αーόー
のϏーϧの࢒りが少なくなると෾き出
してしまうという૬ஊを受͚、ॊೈな
νϡーϒに֎力を加えてંりۂげるこ
とでྲྀ࿏を;さ͙ྲྀମετούー૷ஔ
を開発しました。Ϗーϧのྔ࢒を自ಈ
ۂ஌し、ॠ࣌にϏーϧϗーεをંりݕ

げてྲྀ࿏をःஅし、෾出を๷͙૷ஔで
す。ै来のి࣓ੴによるห੍ޚにର
し、ॊೈなνϡーϒに֎力を加えてં
れۂがりを生じさせ、ྲྀ࿏を;さ͙技
術により、わずかなి力で֬実にःஅ
できます。ྲྀମにหߏػ෦が௚઀৮れ
ないため、ԚછϦεクを௿ݮできるこ
とも大きな特௕です。現ࡏ��ສ୆以
上を出ՙしています。今後も*P5ηン
αー、"*、ΞクνϡΤーターとロϘο
τのࡾҐ一ମで、ి૷品の開発をଓ͚
ていきます。

ᶈൃ໌ޭ࿑৆
ʮ΢ΥʔλʔδΣοτ޻๏ͷഇਫ࠶ੜ
૷ஔʯ
㈱流機エンジニアリング
　取締役会長　西村 章
　今回受賞した発明考Ҋは、΢Υー
ターδΣοτ工法で発生するഇਫを現
場で࠶生ॲཧし、ࢪ工ਫとして࠶ར用
する૷ஔです。΢ΥーターδΣοτ工
法は高ѹのਫでίンクϦーτを切る工
法です。この工法で出るഇਫは強Ξϧ
ΧϦ・高୙度で、ै来はڅਫ車でਗ਼ড়
ਫをӡͼࠐみ、ഇਫは回ऩ業者にҕୗ
してॲཧするしかありませんでした。
ӡൖ・ॲཧにかかるίετと$0�ഉ出
が௕೥の課題でした。そこで、ഇਫを
いったん௜߱させた後、$0�を༹解さ
せて中࿨し、୸ࢎΧϧγ΢ムをੳ出さ
せ、そのཻࢠをΖաで取りআくこと
で、ਫಓਫレϕϧまで໭す࢓組みを考

Ҋしました。࠶ར用可能なਫ࣭がಘら
れ、さらにこの工ఔで$0�をݻఆԽで
きる点が大きな特௕です。現ࡏは、生
ίン工場など多くのਫྔを使う現場用
の大きな૷ஔ、ٯにίンύクτでݐઃ
現場でも使える૷ஔの開発に取り組ん
でいます。

ᶉߟҊޭ࿑৆
ʮҟܗஅ໘ࡐରԠࣗಈ๮ػڅڙࡐʯ
育良精機㈱
　省力機器事業部・開発次長　漆原 正浩
　今回の発明は、࢛֯など様々なஅ面
を࣋つ๮材を加工ػに自ಈڅڙでき
る૷ஔです。ै来の自ಈ๮材ػڅڙは
ؙ型の๮材をର৅としており、ҟܗの
அ面材をѻうことが困೉でした。そこ
で、レーϧ෦材を上下ࠨӈにௐ੔で
き、அ面の࣠心とओ࣠࣠ઢを一கさせ
るようにҐஔをௐ੔することで、ෳࡶ
なஅ面ܗঢ়の๮材でも自ಈでਖ਼֬にڙ
できるようにしました。さらに、Ҋڅ
内૷ஔのϒロοクやεライダーの෦材
をަ׵可能にし、多様なஅ面ܗঢ়の๮
材にରԠできる૷ஔを開発しました。
これはۚଐ加工や෦品製଄などの現場
での多品छ少ྔ生産にରԠするもの
で、ஈ取り࣌ؒや手࡞業のෛ୲をݮら
し、Քಇ཰や҆શ性の޲上、無人Խラ
インの実現に貢献します。ػցの自ಈ
Խがਐむ中で、材ྉڅڙの自ಈԽも重
ཁとなっています。今回の受賞は、そ
うした取り組みがධ価されたものと考
えています。

ᶊߟҊޭ࿑৆
ʮػ࡞޻ցͷ಺෦ਗ਼૟Λޮ཰Խ͢Δચ
ড়ઐ༻޻۩ʯ
菱高精機㈱
　開発課課長　中原 宏
今回受賞した発明は、工ػ࡞ցが自

らػ内をਗ਼૟できるચড়ઐ用工۩「タ
イタン」です。開発のきっか͚は、Տ
઒の൙ཞによる工場ਫ຅を経ݧし、工
ցはわずかなԚれでもՔಇや品࣭ػ࡞
に大きな影ڹが出ることを実感したこ
とです。工ػ࡞内に切りくずが෇着し、
それがৼಈによってམ下することでτ
ラϒϧのݪҼになります。そこで、ਗ਼
૟に着目し、ػցがඪ४で備えている
クーランτやΤΞーػڅڙ能を活用
し、工۩そのものをਗ਼૟用۩として使
える࢓組みを考Ҋしました。工۩先端
をԁ൫ঢ়にして、ચড়ӷがഉ出される
ు出ޱをԁ൫の֎प・എ面にෳ਺഑ஔ
しています。ػցϓログラムで可ಈ領
域をબ୒できるため、ਗ਼૟しにくい場
ॴにもରԠできます。お٬様からは無
人ӡ転中の切りくずかみࠐみによる
τラϒϧがθロになった、工۩のण
໋が�ഒになったという੠もいただい
ています。

①

③

⑤

⑦

〔 発 表 内 容 と 発 表 者 〕

ᶃ
発明େ৆ຊ৆

「転倒しても走行可能な超小
型・高強度無人探査車」

㈱ダイモン　
代表取締役　
中島 紳一郎

ᶄ
発明େ৆౦ژ౎஌ࣄ৆ɹ

「燃料噴射制御システム及び
二元燃料機関」

阪神内燃機工業㈱　
設計開発グループ 
グループプロフェッショ
ナル　東川 聡

ᶅ
発明େ৆೔ຊ発明ৼڠڵձ
ձ௕৆

「静音・衝撃吸収搬送装置」

伊東電機㈱　
技術本部 機構開発部
西村 厚

ᶆ
発明େ৆೔ۀ޻ץ৽ฉࣾ৆

「4隅の圧力を個別に調整でき
るパッケージ用型抜き装置」

㈱デュプロ　第2開発
部 ソフトウェア設計
グループ　
大浜 洋

ᶇ
発明ޭ࿑৆

「チューブ変形による流体遮断
技術」　

旭光電機㈱　
代表取締役社長　
和田 貴志

ᶈ
発明ޭ࿑৆

「ウォータージェット工法の廃水
再生装置」

㈱流機エンジニアリング
取締役会長　
西村 章

ᶉ
Ҋޭ࿑৆ߟ

「異形断面材対応自動棒材供
給機」

育良精機㈱　
省力機器事業部・
開発次長　
漆原 正浩

ᶊ
Ҋޭ࿑৆ߟ

「工作機械の内部清掃を効率
化する洗浄専用工具」

菱高精機㈱　
開発課 課長　
中原 宏

発表内容（受賞技術内容）の詳細は、p.19 ～「受賞技術紹
介」をご参照ください。

②

④

⑥

⑧
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●㈱ライフ

。的にධ価し、਺値Խします؍૩ঢ়ଶを٬סߢޱ　 ���

●日進精機㈱

　高度なۚ型製࡞技術をίΞにਫ਼ີϓレε品をグローόϧに҆ఆڅڙ� ���

●㈱キミカ

　ࠛ෍の೪り�ΞϧΪンࢎ ����

●㈱ユニックス

　あらΏる産業ػց૷ஔ・෦材のද面ృ工技術で貢献ʂʂ ����

● FS テクニカル㈱

　֎นのണམ๷ࢭ工法にֵ໋ʂ ���

●カネテック㈱

Ґ一ମのਂԽ΁ಋくࡾ　 ����

●㈱流機エンジアリング

　΢ΥーターδΣοτࢪ行ਫを、現場で࠶生。 ����

●菱高精機㈱

　そのਗ਼૟�まだ人がやりますか� ����

●伊東電機㈱

　ະ来の生産・෺ྲྀを�イϊϕーγϣンします。 ����

独自技術・知的財産で
社会貢献を目指す企業

広告
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　　　 外壁の
剥落防止工法に革命！
FST工法 新外壁

改修工法

タイル
モルタル
浮きの
確実な施工を推進

石

多層空隙注入ノズル

FSテクニカル株式会社

温式二軸低騒音ドリル

３層浮は当り前、４層浮、５層浮
まで全ての浮部に注入！ 低騒音、低振動、無粉塵で穿孔！

FSノズル（特許） FSドリル　 T－2（特許）

本社　〒125-0054　東京都葛飾区高砂1-22-15
TEL. 03-5671-3134　FAX. 03-5671-3090　http://www.fs-tec.co.jp

多多多多層多多多多多多多多多多多 空隙

３層浮は当
で全

FSノ

確

ドリル

孔！

PFAS問題対応・
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安定水質供給安定水質供給（ポンプ摩耗なし 実証済）（ポンプ摩耗なし 実証済）
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